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佐久南ＩＣ～八千穂高原ＩＣ間が開通
中部横断自動車道

特集１

佐久市では こう変わります
平成30年度から

特集２

特集３ 佐久市手話言語条例が施行されます
４月１日から
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人　口
総　数 99,302人 （−35人）
　男 48,641人 （−22人）
　女 50,661人 （−13人）
世帯数 41,136世帯 （−11世帯）

〈３月１日現在〉 （増減は前月比）

交通事故・救急火災
2月の月間件数 平成30年1〜2月の累計

人身事故 49件 85件
死　　亡 1人 1人
負　　傷 62人 104人
救　　急 365件 797件
火　　災 3件 4件

目　次
平成30年 ４月

表紙写真：佐久臼田IC周辺〔撮影日：３月10日㈯〕

相談コーナー
行政相談
　４月18日㈬ 午後１時30分～４時 あいとぴあ臼田
　４月19日㈭ 午後１時～４時 市役所２階市民ホール

■問合せ　総務課　☎62－3002

子育て相談
　木曜・祝日を除く午前10時～午後３時
　※日曜日は要電話予約
　サングリモ中込２階  つどいの広場交流センター内

■問合せ　子育て相談室　☎63－3794

家庭児童相談
　平日　午前９時～午後４時 市役所２階家庭児童相談室
　平日　午後１時～午後４時 各児童館
■問合せ　家庭児童相談室　☎62－3149  または各児童館

教育相談
　平日　午前８時30分～午後６時

市役所南棟3階教育相談室または相談者の希望場所
■問合せ　教育相談室　☎62－2918

人権なんでも相談所
　４月５日㈭、12日㈭、19日㈭、26日㈭
　午前９時～午後４時（相談無料）

長野地方法務局佐久支局
■問合せ　長野地方法務局佐久支局　☎67－2272

消費生活相談
　平日　午前８時30分～午後５時15分
　佐久市消費生活センター（市役所２階市民ホール内）

（不在時は市役所３階生活環境課）
■問合せ　佐久市消費生活センター　☎62－7501

または生活環境課　☎62－3094
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10
11 市の組織体制を見直しました

佐久臼田インターチェンジ周辺の特定用途制限地域の指定
長野県屋外広告物条例の規制地域延伸

12 平成30年度  佐久市結婚支援事業補助金
企業の皆さんへ  補助金制度のご案内
企業間等の連携によるものづくりを応援します

13 福祉関連手当額の改定
要介護高齢者介護用品給付事業
介護保険利用者負担援護事業

14 地域緑化事業参加団体募集
特定外来生物（植物）駆除研修会の募集
佐久市女性リーダー養成研修生募集

15 第26回  佐久バルーンフェスティバル2018
第56回  佐久鯉まつり

〈キッズ・サーキット in 佐久〉2018　ボランティア・スタッフ募集

16 インフォメーション
27 平成30年度市税等の納期限（口座振替日）一覧表
28 公民館報  さくし
33 広告ページ
34 健康のカレンダー
36 「家族はつらいよ」が佐久にやって来た!!

特集１

特集２

特集３

中部横断自動車道
佐久南IC〜八千穂高原IC間が開通
平成30年度から
佐久市では こう変わります
４月１日から
佐久市手話言語条例が施行されます

心のほっとライン・佐久
心といのちの支援相談員が悩みをお聴きします

☎０１２０－０７－５５６０
お悩み相談 こ こ ろ が ホ ッ

■相談日時
　月～金曜日
　（祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

ジェネリック医薬品を
　　　  積極的に使用しましょう！

～あなたの薬代の負担を軽く～

休日・夜間窓口〈各種証明書発行、マイナンバーカード交付〉

休日窓口　市役所市民課、税務課、収税課　４月22日㈰（午前８時30分〜午後０時30分）
　　　　　※システムメンテナンスのため、マイナンバーカードの交付はできません。
夜間窓口　市役所市民課、税務課、収税課	 （〜午後６時30分）平日
夜間窓口　臼田支所、浅科支所、望月支所	 （〜午後６時30分）月曜日
	 （祝日の場合は翌日）
マイナンバーカード受取専用休日窓口
　　　　　市役所市民課　４月29日㈰（午前８時30分〜午後０時30分）



中部横断自動車道
佐久南IC～八千穂高原IC間が開通

　整備が進められていた中部横断自動車道佐
久南IC～八千穂高原IC間が４月28日㈯に開
通します。
　市内では、新たに佐久臼田ICが整備され、
インターチェンジが６か所となります。
　今後、市では、県や沿線自治体と連携して、
中部横断自動車道の全線開通を目指し、八千
穂高原IC～長坂JCT（仮称）間の事業化が早
期に図られるよう要望活動等を実施していき
ます。

※ 中部横断自動車道は、静岡県静岡市から山
梨県甲斐市を経由して、長野県小諸市に至
る延長約132㎞の高速自動車国道です。

※ 新しく開通する佐久南IC～八千穂高原ICは
通行料が無料の区間です。

■問合せ　道路建設課　☎62−3439

特集１

佐久北I.C
佐久I.C

佐久平スマートI.C

佐久中佐都I.C

佐久南I.C

茅野市

立科町

中
部
横
断
自
動
車
道

佐久臼田I.C

佐久医療センター

4/28
㈯
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中部横断自動車道  佐久南IC〜八千穂高原IC間が開通　特集

中部横断自動車道 全線開通に より期待される効果
救急医療
　周辺地域から第３次救急医療
機関である佐久医療センターへ
の30分到達圏域が拡大します。
　これにより、医療のサービス
レベルが向上し、安心して暮ら
せる地域づくりが期待されます。

交通事故の減少
　並行する国道141号では、追突事故や出会頭の事
故を中心に交通事故が発生しています。
　全線開通により、交通の転換や渋滞の緩和による
交通事故の減少が見込まれます。

交通渋滞の緩和
　並行する国道141号では、多くの区間で渋滞が発
生しています。
　全線開通により、国道141号の交通渋滞の緩和が
見込まれます。

　

以
前
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に
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シ
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し
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が
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動
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通
に
よ
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て
、
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滞
が
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和
さ
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と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
部
横
断
自
動
車
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の
役
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は

物
流
だ
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思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
災
害
時

の
緊
急
用
道
路
な
ど
の
役
割
も
あ
る
と
聞

き
、
凄
い
と
感
じ
ま
し
た
。

佐久女性みちの会
油井二子さん
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中部横断自動車道 全線開通に より期待される効果
物流
　佐久地域で生産している高原野菜
などの新鮮な野菜や製造している工
業製品などをより早く安価で輸送可
能になり、農業・工業など地域の産
業活性化につながります。

観光
　佐久地域の観光入込客数は減少傾向にあり、県外
観光客が約７割を占めています。
　全線開通により、県外からの移動時間が短縮され、
また、軽井沢や清里、八ヶ岳など周辺観光地との連
携により、佐久地域の観光産業の活性化が期待され
ます。
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その他

北海道

茨城

群馬

長野

200000

夏秋レタスの出荷量

農林水産省：平成 27年作況調査より作成

佐久地域　　　他地域

78％

22％

長野県内の78％が
沿線地域からの出荷

中部横断自動車道と周辺道路

国土交通省：中部横断自動車道と周辺道路ネットワークより

　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
で
、
移
動

時
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
り
、
営
業
エ
リ

ア
・
商
圏
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拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。
県

内
で
も
南
信
へ
の
移
動
が
し
や
す
く
な
る

の
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　

さ
ら
に
、
静
岡
市
に
あ
る
親
会
社
の
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
主
に
物
流
・
商
流
・

食
品
関
係
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
佐
久
市
と
の
距
離
、
時
間
の
短
縮
に

よ
る
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
、
計
り
知
れ

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

鈴与マタイ株式会社
　加藤三喜夫さん
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特集２
平成30年度から

佐久市では こう変わります
　市では、平成30 年４月から、市民の皆さんの暮らしを支える各種制度の新設・拡充などを行います。
　詳細は、それぞれの担当課等までお問い合わせください。

１　保健・福祉・医療に関すること
内　　容 今まで こう変わります

① 肺がん検診の対象年齢・
受診機会の拡⼤

・対象年齢：40歳以上
・ 肺がん検診と地域集団健診

は別々に実施
➡ ・対象年齢：35歳以上

・肺がん検診と地域集団健診が同時に受診可能

②フッ素洗⼝事業の
　実施対象者の拡⼤ 小中学生を対象に実施 ➡ 実施対象者に保育園・幼稚園の「年⻑児」を追加

③健康診査（基本7項⽬）
　受診料⾦無料対象年齢の
　拡⼤

年度中に40、45、50、55、
60歳となる国民健康保険加入
者の方

➡
実施対象者に「年度中に35歳となる方」を追加

（「年度中に35歳になる方」については、国民健康保
険の加入に関わらず、全ての市民が対象となります。）

④ ⽣活困窮者自⽴⽀援事業
メニューの追加

　（家計相談⽀援事業）
　（学習⽀援事業）

実施なし ➡
・ ⽣活困窮世帯を対象に、家計管理の意欲を引き出

す相談⽀援を実施
・ ⽣活困窮世帯及び⽣活保護世帯の⼦ども（⼩４〜
　中３）を対象に、学習⽀援を実施

⑤ ⼦ども福祉医療費給付⾦
の窓⼝無料化

医療機関等の窓⼝で自⼰負担額
を支払い後、１レセプト500円
の受給者負担金を控除した額
を、指定⼝座に振込

（償還払い方式）

➡
⼦ども福祉医療費給付⾦の⽀給方法を償還払い方式
から現物給付方式（窓⼝無料化）へ変更

窓⼝での１レセプト500円までの受給者負担
金は変更なし
８月から実施予定

⑥国⺠健康保険の運営 各市町村が国民健康保険を運営 ➡ 県と市町村で国⺠健康保険を運営
（詳細は市広報紙４月号別冊10ページをご覧ください。）

 担当課等　①・③健康づくり推進課 ☎62-3196　 ②⼝腔⻭科保健センター ☎63-3781
 　　　　　④福祉課 ☎62-2914　⑤国保医療課 ☎62-2915　⑥国保医療課☎62-3164

⎛
⎜
⎜
⎜
⎝

⎞
⎜
⎜
⎜
⎠
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2　教育に関すること
内　　容 今まで こう変わります

① 新学習指導要領への移⾏
措置による⼩学校３・４
年⽣の外国語活動

実施なし ➡ 新学習指導要領への移⾏措置により、⼩学校３・４
年でのALT※配置による外国語活動を実施

② 佐久市SAKUコスモス育
英基⾦奨学⾦（給付型奨
学⾦）の新設

実施なし ➡
武論尊⽒からの寄附⾦を原資として、経済的理由に
より修学が困難な⼤学⽣を対象に１⼈当たり年額
100万円を４年間給付

（１年につき新規給付者は10⼈を上限）

③ ⽂化財事務所「考古遺物
展⽰室」の少⼈数⾒学者
への解説対応（⾳声ガイ
ド導⼊）

団体見学（20名以上）の場合
に学芸員が解説（予約制） ➡

団体⾒学者への学芸員による解説に加え、少⼈数⾒
学者の解説にも対応（⾳声ガイド利用：予約不要）

（７月下旬から導入予定）

※ALT： 外国語指導助手 (Assistant Language Teacher) の略。小中高校などで日本⼈教員の助手として外国語授業に携わり、教材の準備
や課外活動などに従事する外国⼈助手のこと。

 担当課等　①・②学校教育課 ☎62-3478　③⽂化財事務所 ☎63-5321

3　情報通信に関すること
内　　容 今まで こう変わります

市内公共施設Wi-Fiスポット

市内９施設で利用可能
（佐久情報センター、市民創錬
センター、ゆざわ荘、うすだ
健康館、市民活動サポートセ
ンター、 浅間公民館、ヘル
シーテラス佐久南、もちづき
荘、子ども未来館）
詳細は、それぞれの施設まで
お問い合わせください。

➡

佐久市公衆無線LANサービスが市内23施設で新た
に利用可能
　 市役所（本庁市民ホール）、平尾山公園、駒場

公園、佐久総合運動公園（陸上競技場）、市民
交流ひろば、野沢会館、東公民館、佐久平交流
センター、佐久市総合体育館、近代美術館、プ
ラザ佐久、旧中込学校、臼田支所、あいとぴあ
臼田、コスモホール、臼田総合運動公園（宿泊
棟）、浅科支所、道の駅ほっとぱーく浅科、交
流⽂化館浅科、望月支所、駒の里ふれあいセン
ター、御鹿の郷地域ふれあいセンター、桜ヶ丘
地域ふれあいセンター

　（利用可能施設については今後も追加を検討）

担当課等　広報情報課　☎62-3923

4　仕事に関すること
内　　容 今まで こう変わります

佐久市無料職業紹介所の開設
（商⼯振興課内に設置） 設置なし ➡

市内の事業所への就職希望者に対し、職業を紹介・
あっせん

（平成30年度中に事業開始予定）

担当課等　商工振興課　☎62-3265

⎛
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⎜
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平成30年度から佐久市ではこう変わります　特集

5　農村の活性化に関すること
内　　容 今まで こう変わります

①「暮らしとしての農業」
　農家創出事業補助⾦ 設置なし ➡

市⺠向けの農業体験事業を⾏う団体、個⼈等の活動
経費を補助
補助額：年間20万円を限度に最大３年間

②農家⺠宿改修等事業
　補助⾦ 設置なし ➡ 農家⺠宿の施設・設備の改修等に要する経費を補助

補助額：経費の10分の１（50万円を限度）

③故郷ふれあい交流事業
　補助⾦の拡⼤※

補助期間：１年
補助対象者：団体等 ➡ 補助期間：最⼤３年

補助対象者：団体、個⼈等

※地域資源を活用した都市部と農村との交流事業の活動経費を補助

 担当課等　①・②・③農政課 ☎62-3203

6　防犯・防災に関すること
内　　容 今まで こう変わります

指定緊急避難場所及び指定
避難所の看板表⽰の明確化 名称のみ表⽰ ➡ 名称に加え災害種別ごとの使用可否（○・×）を

追加

・地域の防犯灯につきましても、平成30年度中のLED化を予定しています。

 担当課等　危機管理課 ☎62-3008

7　公共交通・道路に関すること
内　　容 今まで こう変わります

①バリアフリーバスの追加 ３台で運行 ➡
４台で運⾏
　 北⽃の拳のキャラクターをデザインしたコラボ

レーションバスを１台追加
　平成30年度中に追加予定

② 中部横断自動車道の
　延伸開通

佐久小諸JCT～佐久南IC間
供用 ➡ 佐久⼩諸JCT〜⼋千穂⾼原IC間供用

（佐久南IC～八千穂高原IC間が４月28日から供用開始）

担当課等　 ①生活環境課 ☎62-3094　②道路建設課 ☎62-3439

⎛
⎜
⎜
⎝

⎞
⎜
⎜
⎠
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8　⼟地利⽤・都市計画に関すること
内　　容 今まで こう変わります

① 特定用途制限地域の指定
に伴う制限

　 （佐久⾅⽥インターチェ
ンジ周辺地域）

制限なし ➡
佐久⾅⽥ICの周辺地域において、地域の良好な住環
境等の保持のため、特定の建築物の建築を制限

（佐久臼田ICの供用開始日から施行。詳細は11ペー
ジをご覧ください。）

② 中部横断自動車道の延伸
に伴う、⻑野県屋外広告
物条例の規制区間の変更

佐久小諸JCT から国道142号
線と⽴体交差する地点（佐久
南IC）まで

➡
佐久⼩諸JCT から⼋千穂⾼原IC まで

（規制内容については市ホームページをご確認くだ
さい。）

担当課等　①都市計画課 ☎62-3404　②建築住宅課 ☎62-6637

9　税に関すること
内　　容 今まで こう変わります

[軽自動車税]
① グリーン化特例（軽課）※1

の適用延⻑

平成29 年度分まで適用
H28.4.1～H29.3.31 に
初めて車両番号の指定を
受けた車両が対象

➡
平成31年度分まで適用
　２年期間を延⻑
　�H29.4.1～H31.3.31に初めて車両番号の指定
を受けた車両が対象

[⻑野県森林づくり
県⺠税（県税）※2]

②個⼈県⺠税：
　均等割に500円加算
　法⼈県⺠税：
　均等割額の5％

平成20年度～平成29年度まで ➡ 平成20年度〜平成34年度まで
（５年期間を延長）

※1  グリーン化特例（軽課）：燃費性能等の優れた軽自動車を取得した日の属する年度の翌年度分の税率を軽減する特例措置
※2  長野県森林づくり県民税（県税）：県民全体で森林づくりを支える仕組みとして平成20年度に導入

 担当課等　①・②税務課 ☎62-3040

10　⾏政に関すること
内　　容 今まで こう変わります

①佐久市⾅⽥⽀所の移転
佐久市臼田140番地1
佐久市臼田支所仮事務所

（臼田館）
➡

佐久市⾅⽥89番地３　佐久市⾅⽥⽀所
　　八⼗⼆銀行臼田支店様隣
　　平成30年３月26日から開所
　　（詳細は広報３月号をご覧ください。）

②市役所　組織⾒直し 組織体制の⾒直しに伴い、部、課及び係の⼀部が変更
（詳細は11ページをご覧ください。）

担当課等　①臼田支所 ☎82-3111　②総務課 ☎62-3019

⎛
⎜
⎜
⎝

⎛
⎜
⎜
⎝

⎛
⎜
⎜
⎝

⎞
⎜
⎜
⎠

⎞
⎜
⎜
⎠

⎞
⎜
⎜
⎠
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４月１日から

佐久市手話言語条例が施⾏されます

特集３

佐久市⼿話⾔語条例とは
　この条例では、手話は言語であるとの認識に基づき、手話に関する基本理念を定め、市の責
務と市民および事業者の役割を明らかにすることで、手話への理解や聴覚障がい者への理解の
促進、学校・病院などにおける手話の普及、聴覚障がい者の意思疎通の支援に必要な措置を講
ずること等を行い、すべての市民が共に生きる地域社会の実現を図ることを目的としています。

条例制定までの経緯
　平成28年８月に「手話言語条例の制定を求める」要望書が社会福祉法人佐久聴覚障がい者協会より市議会へ提出
され、佐久市議会社会委員会において手話言語条例の制定に向けた研究や、ろう者、手話通訳者、通訳士、要約筆
記者、中途失聴者、長野県障がい者支援課など、多くの関係団体と意見交換を行い、平成29年12月の佐久市議会定
例会で条例案が可決され「佐久市手話言語条例」が成立しました。

聴覚障がいについて、理解を深めましょう
　耳が「聞こえない」または「聞こえにくい」ことは、音によって周囲の状況を把握することが困難であるため、
日常生活の様々な場面で不自由を感じたり、学校や職場、地域などで孤立してしまうことがあります。また、見た
だけでは障がいがあることが分かりにくいため、後ろから声をかけても反応がなく、「無視している」などと誤解
される場合があります。「聞こえる人」「聞こえない人」「聞こえにくい人」も、それぞれの特性や意思疎通の方法
を理解し合うことが大切です。

⼿話をやってみましょう
　手話は音声ではなく、手や指の動き、顔の表情などを使って視覚的に表現する言語で、日本語などの音声言語と
異なる、独自の体系を持っています。下記の写真で、手話によるあいさつを紹介します。

聞こえない人に必要な配慮とは…
・顔の表情や口元が良く見えるようにしましょう。（マスクは口の形が読めないので外しましょう。）

・�その人が望むコミュニケーション方法を理解して使いましょう。また、連絡にはFAXやメールを使いましょう。

・聞こえない人と道を歩くときは、聞こえる人が車道側を歩きましょう。

おはようございます を手話でやってみよう！

①・②の動作は、⼿を枕に例えて、頭を枕から外す様⼦を表しています。
③・④の動作は、両⼿の⼈差し指を⼈に例えて、⼆⼈の⼈が向かい合って頭を下げている様⼦を表しています。

■問合せ　福祉課　☎62−3147　FAX 62−2172

▶ ▶ ▶
●① ●② ●③ ●④
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市の組織体制を見直しました

佐久臼田インターチェンジ周辺の特定用途制限地域の指定

長野県屋外広告物条例の規制地域延伸

■ 問合せ　総務課　☎62−3019

■ 問合せ　都市計画課　☎62−3404

■ 問合せ　建築住宅課　☎62−6637

　
4
月
か
ら
の
組
織
体
制
を
見
直
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
部
関
係　
﹁
地
域
局
﹂
の
廃
止
に
伴
い
、

地
域
局
の
傘
下
に
あ
っ
た
﹁
臼
田
支
所
﹂、

﹁
浅
科
支
所
﹂
お
よ
び
﹁
望
月
支
所
﹂
を
、

総
務
部
の
傘
下
に
置
き
ま
す
。

■
企
画
部
関
係　
企
画
課
内
に
﹁
公
共
施
設
適
正

化
推
進
係
﹂
を
新
設
し
、
公
共
施
設
等
の
適
正

化
に
つ
い
て
、
調
整
を
行
い
ま
す
。

■
経
済
部
関
係　
﹁
観
光
交
流
推
進
課
﹂
を
﹁
観

光
課
﹂
お
よ
び
﹁
移
住
交
流
推
進
課
﹂
に
再
編

し
ま
す
。﹁
観
光
課
﹂
は
、
旧
観
光
係
を
﹁
観

光
振
興
係
﹂
に
改
称
し
、﹁
観
光
施
設
係
﹂
と

合
わ
せ
て
2
係
体
制
と
し
ま
す
。﹁
移
住
交
流

推
進
課
﹂
は
、
旧
交
流
推
進
係
を
﹁
交
流
推
進

係
﹂
と
﹁
移
住
推
進
係
﹂
に
再
編
し
、
2
係
体

制
と
し
ま
す
。﹁
移
住
交
流
推
進
課
﹂
で
は
、

旧
交
流
推
進
係
の
業
務
に
加
え
、
新
た
に
生
涯

活
躍
の
ま
ち
事
業
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
を
担
当
し
ま
す
。

▽
観
光
課
の
電
話
番
号

　
☎
６
２
│
３
２
８
５
（
直
通
）

▽
移
住
交
流
推
進
課
の
電
話
番
号

　
☎
６
２
│
３
２
８
３
（
直
通
）

■
廃
止
す
る
部
課
等

▽ 

地
域
局　
道
の
駅
ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
佐
久
南
や

臼
田
健
康
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施

設
整
備
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
業
務
を
担
当

し
た
﹁
地
域
整
備
室
﹂
と
合
わ
せ
て
廃
止
し
ま

す
。

▽ 

み
す
ず
苑　
民
間
事
業
者
に
よ
る
介
護
老
人
保

健
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
た
こ
と
か
ら
、
市

に
よ
る
事
業
を
廃
止
し
、
平
成
29
年
度
末
を

も
っ
て
同
苑
を
閉
苑
し
ま
す
。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
佐
久
臼
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
い
て
、
良
好
な
住
環
境
の

保
持
な
ど
を
図
る
た
め
、
制
限
す
べ
き
特
定
の

建
築
物
等
の
用
途
の
概
要
を
定
め
る
﹁
特
定
用

途
制
限
地
域
﹂
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
所
要
の
手
続
き
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
た
び
、
特
定
用
途
制
限
地
域
の
指
定
に

関
す
る
告
示
を
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

■
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
建
築
物

・
ホ
テ
ル
ま
た
は
旅
館

・ 
マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
、
ぱ
ち
ん
こ
屋
、
射
的
場
、

勝
馬
投
票
券
発
売
所
、
場
外
車
券
売
場
、
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

・ 

キ
ャ
バ
レ
ー
、
料
理
店
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の

・ 

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
第
2
条
第
6
項
に
規
定
す
る

店
舗
型
性
風
俗
特
殊
営
業
に
係
る
施
設

■
告
示
日

　
４
月
28
日
㈯

※ 

佐
久
臼
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始

日
と
同
日

　
良
好
な
眺
望
景
観
の
保
全
・
育
成
を
図
る
た

め
、
長
野
県
内
の
高
速
道
路
沿
線
は
一
部
を
除

き
、
長
野
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
る
規
制
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
部
横
断
自
動
車
道
の
延
伸
区
間
沿
線
に
つ

き
ま
し
て
も
、
3
月
1
日
か
ら
長
野
県
屋
外
広

告
物
条
例
の
規
制
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

■
規
制
の
延
伸
地
域

　
こ
れ
ま
で
の
規
制
地
域
の
終
点
で
あ
る
佐
久

南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
、
終
点
は
八
千
穂

高
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
で
す
。

■
規
制
内
容

　
県
内
の
高
速
道
路
沿
線
と
同
様
に
、
高
速
道

路
か
ら
５
０
０
m
ま
で
が
禁
止
地
域
（
原
則
掲

出
で
き
な
い
地
域
）、
そ
れ
を
超
え
１
，
０
０

０
m
ま
で
が
許
可
地
域
（
原
則
掲
出
に
許
可
が

必
要
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
こ
れ
ら
の
地
域
に
掲
出
さ
れ
て
い
る

屋
外
広
告
物
も
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
既

存
の
屋
外
広
告
物
が
規
制
の
対
象
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
規
制
地
域
の
指
定
が
あ
っ
た
日
か
ら

3
年
以
内
に
規
制
地
域
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
高
速
道
路
か
ら
視

認
で
き
る
も
の
が
規
制
対
象
と
な
り
、
防
音
壁

や
地
形
等
に
よ
り
視
認
で
き
な
い
も
の
、
ま
た

は
一
定
基
準
以
内
の
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、

規
制
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
建
築
住
宅
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お知らせ

お知らせ

お知らせ

佐久臼田インターチェンジ周辺
特定用途制限地域位置図
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平成30年度  佐久市結婚支援事業補助金

企業の皆さんへ  補助金制度のご案内

企業間等の連携によるものづくりを応援します

■ 問合せ　福祉課　☎62−3147

■ 問合せ　商工振興課　☎62−3265

■ 問合せ　商工振興課　☎62−3265

　
市
で
は
、
少
子
化
の
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る

未
婚
化
・
晩
婚
化
に
対
す
る
取
組
と
し
て
、
結

婚
を
望
む
独
身
の
男
女
に
出
会
い
と
交
流
の
機

会
を
創
出
す
る
事
業
を
行
う
団
体
に
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
額
は
、
補
助
対
象

経
費
の
2
分
の
1
以
内
で
、
1
事
業
に
つ
き
20

万
円
ま
で
で
す
。

　
対
象
と
な
る
団
体
や
事
業
等
に
は
、
左
記
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
対
象
団
体
（
抜
粋
）

・
市
内
に
事
務
所
お
よ
び
活
動
場
所
が
あ
る

・
団
体
構
成
員
が
5
名
以
上

・
団
体
に
関
す
る
会
則
等
が
あ
る　
な
ど

■
補
助
対
象
事
業
（
抜
粋
）

・ 

結
婚
を
望
む
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
に
、
出

会
い
と
交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
事
業

・
参
加
者
の
過
半
数
が
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

・ 

参
加
者
の
総
数
が
20
名
以
上
で
、
男
女
の
参

加
割
合
が
概
ね
同
数

・ 

広
報
活
動
を
通
じ
て
、
参
加
者
を
広
く
募
集

・ 

原
則
と
し
て
、市
内
の
施
設
等
を
会
場
と
す
る

・
営
利
目
的
で
は
な
い　
　
な
ど

※ 

い
わ
ゆ
る
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
開
催
を

お
考
え
の
団
体
の
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）
に
て
詳
細
を
確
認
の

う
え
、
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
市
内
産
業
活
性
化
の
た
め
次
の
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
雇
用
・
販
路
拡
大
に
関
す
る
補
助
金
制
度

・ 

従
業
員
の
業
務
上
必
要
な
資
格
取
得
に
対
す

る
補
助
金

・ 

移
住
者
の
雇
用
に
対
す
る
補
助
金

・ 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
に
対
す
る
補

助
金

・ 

国
内
外
の
展
示
会
等
へ
の
出
展
に
対
す
る
補

助
金

■
企
業
立
地
等
に
関
す
る
補
助
金
制
度

・ 

工
場
等
を
建
設
す
る
た
め
の
用
地
取
得
お
よ

び
市
内
居
住
者
の
雇
用
に
対
す
る
補
助
金

・ 

工
場
の
建
物
や
設
備
導
入
に
対
す
る
補
助
金

・
空
き
工
場
等
の
活
用
に
対
す
る
補
助
金

・ 

空
き
家
等
を
活
用
し
新
た
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
を
設
置
す
る
費
用
に
対
す
る
補
助
金

・ 

空
き
店
舗
を
活
用
し
、
開
業
す
る
際
の
改
修

費
・
賃
借
料
に
対
す
る
補
助
金

※ 
補
助
金
の
交
付
申
請
は
、
対
象
事
業
を
実
施

す
る
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

補
助
金
は
対
象
と
な
る
業
種
な
ど
要
件
が
あ

り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
商
工
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
企
業
間
等
の
連
携
に
よ
る
新
製
品

お
よ
び
新
技
術
の
共
同
開
発
に
取
り
組
む
中
小

企
業
者
に
対
す
る
、
平
成
30
年
度
佐
久
市
も
の

づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
の
補
助
対
象
事
業
を

募
集
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　
共
同
開
発
を
行
う
中
小
企
業
者
で
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
者

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
者

・
共
同
開
発
の
主
体
と
な
る
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
補
助
対
象
事
業

① 

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
者
の
割
合
が
半
数

以
上
を
占
め
る
共
同
開
発
事
業

▽
補
助
率　
50
％
以
内

▽
限
度
額　
５
０
０
万
円

② 

主
体
企
業
1
社
と
医
療
業
、
老
人
福
祉
ま
た

は
介
護
事
業
を
営
む
事
業
所
と
の
共
同
開
発

事
業

▽
補
助
率　
50
％
以
内　

▽
限
度
額　
２
５
０
万
円

■
交
付
申
請

　
所
定
の
申
請
書
に
対
象
事
業
概
要
書
と
対
象

事
業
計
画
書
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　
4
月
27
日
㈮

■
提
出
先　
商
工
振
興
課

■
審
査
会

　

申
請
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
に
つ
い
て
、

﹁
佐
久
市
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
審
査
会
﹂
で

審
査
を
行
い
、
補
助
金
交
付
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。

※ 

申
請
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お知らせ

お知らせ

お知らせ

市ホームページ
QRコード
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福祉関連手当額の改定

要介護高齢者介護用品給付事業

介護保険利用者負担援護事業

■ 問合せ　子育て支援課　☎62−3149　福祉課　☎62−3147

■ 問合せ　高齢者福祉課　☎62−3154　または各支所高齢者児童福祉係

■ 問合せ　高齢者福祉課　☎62−3154　または各支所高齢者児童福祉係

　
左
表
の
福
祉
関
連
手
当
額
は
、
毎
年
の
消
費

者
物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
手
当
額
を
改
定

す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績

値
が
前
年
比
＋
０
・
５
％
で
し
た
の
で
、
手
当

額
は
左
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
要
介
護
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

方
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
、
介
護

用
品
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
申
請
を
左
記
の
と
お
り
受
付

ま
す
。

■
申
請
書
配
布

　
3
月
26
日
㈪
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
受
付
開
始　
　
4
月
2
日
㈪

■
対
象
（
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る
方
）

① 

要
介
護
1
〜
5
の
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
方

② 

要
介
護
高
齢
者
お
よ
び
介
護
者
が
、
市
内
に

住
所
を
有
す
る
方

③ 

要
介
護
高
齢
者
お
よ
び
介
護
者
を
含
む
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
方

■
対
象
と
な
る
介
護
用
品　

・
紙
お
む
つ

・
尿
と
り
パ
ッ
ド

・
防
水
シ
ー
ツ

・
使
い
捨
て
手
袋

・
清
拭
剤

・
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
用
防
臭
剤

・
口
腔
ケ
ア
用
品

・
ウ
ロ
ガ
ー
ド　
な
ど

■
給
付
限
度
額　

　
要
介
護
度
・
申
請
す
る
月
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法　

　
高
齢
者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
高
齢
者
児
童

福
祉
係
に
て
申
請
書
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
生
計
維
持
が
困
難
な
低
所
得
者
が
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
に
、
介
護
保
険
利

用
者
負
担
援
護
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象

　
左
記
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
該
当
す
る
者

① 

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
者
で
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者

② 

生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者
と
同
等

の
生
活
水
準
で
あ
る
と
認
め
る
者

■
対
象
サ
ー
ビ
ス

　
全
て
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
額

※ 

食
費
、
居
住
費
な
ど
の
実
費
負
担
分
は
除
き

ま
す
。

※ 

高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
、
高
額
医

療
合
算
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て

支
給
さ
れ
る
分
、
他
の
軽
減
措
置
に
よ
り
軽

減
さ
れ
て
い
る
分
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
減
額
率

　
支
払
っ
た
利
用
者
負
担
金
（
自
己
負
担
）
の

30
％
分
を
援
護
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ

お知らせ

お知らせ

対　象 手　当 平成29年度 平成30年度 担当課

ひとり親
家 庭 等

児童扶養
手　　当

全部支給 42,290円 42,500円

子育て
支援課

一部支給 42,280円～9,980円 42,490円～10,030円

第２子加算 ��9,990円～5,000円 10,040円～��5,020円

第３子加算 ��5,990円～3,000円 6,020円～��3,010円

障がい者
関　　連

特別児童
扶養手当

１級 51,450円 51,700円

福祉課
２級 34,270円 34,430円

特別障害者手当 26,810円 26,940円

障害児福祉手当・経過的福祉手当 14,580円 14,650円

市ホームページ
QRコード
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佐久市女性リーダー養成研修生募集
■ 問合せ　人権同和課　☎62−3135

　
市
で
は
、
女
性
が
方
針
決
定
の
場
に
積
極
的

に
参
画
で
き
る
よ
う
、
ま
た
市
政
を
身
近
に
感

じ
る
機
会
を
も
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
政
や
教
育

行
政
、
男
女
共
同
参
画
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
女
性
。
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
研
修
期
間　
2
年
間

※ 

年
間
と
も
に
6
〜
8
回
の
研
修
機
会
の
う
ち
、

参
加
可
能
な
範
囲

■
研
修
計
画
（
案
）

▽
1
年
目
（
6
月
開
講
）

・ 

春
日
温
泉
宿
泊
研
修
（
市
長
講
話
等
市
政
全

般
、
教
育
長
講
話
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
市
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
な
ど
）

・ 

県
外
研
修
（
国
立
女
性
教
育
会
館
の
専
任
講

師
講
義
）・
市
議
会
の
傍
聴

▽
2
年
目

・ 

市
内
施
設
見
学
・
県
お
よ
び
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
主
催
の
講
演
会
な
ど

▽
両
年
と
も

・
市
政
を
学
ぶ
会
・
市
主
催
の
講
演
会
な
ど

■
研
修
費
用　
無
料

■
定
員　
30
名

■
申
込
期
限　
5
月
10
日
㈭

■
申
込
方
法　
申
込
書
と
実
施
要
領
は
、
人
権

同
和
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お知らせ

地域緑化事業参加団体募集
■ 問合せ　公園緑地課　☎62−3424

■
地
域
緑
化
事
業
と
は

　
区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
身
近
な　

公
園
や
市
道
な
ど
の
公
共
施
設
ま
た
は
公
益
施

設
を
緑
化
す
る
た
め
に
必
要
な
花
苗
な
ど
を
、

要
望
に
応
じ
市
が
支
給
す
る
事
業
で
す
。

■
対
象

　
市
民
お
よ
び
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
区

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
の
他
の
地
域
団
体
等

■
支
給
の
対
象
と
な
る
場
所
や
施
設

▽ 

公
共
施
設

　
市
が
設
置
ま
た
は
管
理
す
る
道
路
、
河
川
、

公
園
、
緑
地
、
公
営
住
宅
、
学
校
保
育
所
、
庁

舎
等

▽ 

公
益
施
設

　
地
域
団
体
が
設
置
ま
た
は
管
理
す
る
集
会
施

設
、
運
動
広
場
等

▽
支
給
対
象
物
品　

　
緑
化
に
必
要
な
花
苗
、
肥
料
等

■
申
込
期
間　
4
月
2
日
㈪
〜
6
月
29
日
㈮

■
申
込
方
法

　
公
園
緑
地
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
申
込
書
へ
ご
記
入
の
う
え
、
公
園
緑
地
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
留
意
事
項

・ 

支
給
に
は
、
お
申
し
込
み
か
ら
3
〜
4
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・ 

入
場
制
限
な
ど
が
あ
る
施
設
や
学
校
の
中
庭

な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

お知らせ

特定外来生物（植物）駆除研修会の募集
■ 問合せ　環境政策課　☎62−2917

　
市
で
は
、
生
物
多
様
性
を
保
全
し
、
生
態
系

を
守
る
た
め
、
市
内
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
特
定

外
来
生
物
（
植
物
）
の
ア
レ
チ
ウ
リ
、
オ
オ
キ

ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
駆
除
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
特
定
外
来
生
物
（
植
物
）
は
、
市

内
の
広
範
囲
に
分
布
し
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
駆
除
は
困
難
な
状

況
で
す
。
特
定
外
来
生
物
（
植
物
）
に
よ
る
被

害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
住
ん
で
い

る
一
人
ひ
と
り
の
認
識
や
自
主
的
な
駆
除
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
効
果
的
な
駆
除
方
法
等
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
駆
除
研
修
会
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

■
対
象

　
各
区
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

■
研
修
内
容

　
草
刈
り
作
業
、
特
定
外
来
生
物
（
植
物
）
駆

除
作
業
等
の
実
施
に
合
わ
せ
、
特
定
外
来
生
物

（
植
物
）
の
実
態
や
駆
除
方
法
等
の
研
修
を
行

い
、
駆
除
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
研
修
募
集
期
間　

　
4
月
〜
８
月

※ 

応
募
は
、
区
ま
た
は
団
体
の
代
表
が
、
環
境

政
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お知らせ
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第26回  佐久バルーンフェスティバル2018

第56回  佐久鯉まつり

〈キッズ・サーキット in 佐久〉2018　ボランティア・スタッフ募集

■ 問合せ　観光課　☎62−3285

■ 問合せ　佐久鯉まつり実行委員会（観光課）　☎62−3285

■ 問合せ　文化振興課　☎62−5535

　
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
今
年
26
回
目

を
迎
え
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
優
雅
な
熱
気
球

や
一
流
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
戦
い
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
5
月
3
日
㈭
〜
5
日
㈯

■
会
場　
千
曲
川
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
熱
気
球
競
技

　
3
日
〜
5
日
午
前
6
時
15
分
、
午
後
3
時

※
5
日
は
、
午
前
6
時
15
分
の
競
技
の
み

▽
3
日
の
イ
ベ
ン
ト
内
容

・ 

た
け
し
軍
団
（
ダ
ン
カ
ン
、
水
道
橋
博
士
、

が
じ
ゅ
ま
る
、
J
Ｔ
）
ト
ー
ク
ス
テ
ー
ジ

・ ﹁
佐
久
市
親
善
交
流
大
使
﹂

　
元
大
関
把バ

瑠ル

都ト

さ
ん
登
場

・ 

銀
河
連
邦
ヒ
ー
ロ
ー
＆
な
お
や
マ
ン
の

コ
ラ
ボ
ス
テ
ー
ジ

▽
4
日
の
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
佐
久
市
出
身
ア
イ
ド
ル

﹁
上
月
せ
れ
な
﹂
凱
旋
ラ
イ
ブ

・
音
と
炎
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

﹁
Ｇ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｋ
Ａ
﹂

・
バ
ル
ー
ン
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
午
後
7
時
〜
）

▽
新
規
体
験
コ
ー
ナ
ー

・
ド
ロ
ー
ン
体
験
（
特
設
テ
ン
ト
内
に
て
）

・
ブ
ロ
ー
ラ
イ
フ
ル
（
吹
き
矢
）
体
験　
他

※ 

天
候
に
よ
り
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
5
月
3
日
㈭
〜
5
日
㈯

■
佐
久
鯉
ま
つ
り
催
物
（
5
日
）

▽
会
場　
千
曲
川
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

▽
ス
テ
ー
ジ
日
程

・
午
前
9
時　
　
　
開
会
式

・
午
前
9
時
50
分　
新
生
児
出
世
健
康
祈
願　

・
午
前
10
時　
　
　
鯉
車
巡
行
・
鯉
拝
領
の
儀

・
正
午
頃　
　
　
　

 

小
林
ア
ナ
お
笑
い
ス
テ
ー

ジ
・
お
楽
し
み
抽
選
会

・
午
後
2
時
頃　
　

 

6
│

ｄ
ｉ
ｍ
＋
（
ロ
ク

デ
ィ
ム
）
演
劇
ス
テ
ー
ジ　

・
午
後
2
時
30
分　
泣
き
相
撲
大
会　

▽
特
別
イ
ベ
ン
ト

・
鯉
こ
く
無
料
サ
ー
ビ
ス　

　
正
午
〜
（
先
着
１
，
０
０
０
名
）

・
39
・
51
ｍ（
サ
ク
ゴ
イ
）巨
大
鯉
の
ぼ
り
展
示

・
佐
久
鯉
つ
か
み
取
り
体
験　
・
金
魚
す
く
い

・
野
点　
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
な
ど

※ 

都
合
に
よ
り
時
間
・
内
容
等
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 
会
場
付
近
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

﹁
佐
久
平
駅
﹂﹁
佐
久
合
同
庁
舎
﹂﹁
高
瀬
小

学
校
﹂﹁
岸
野
小
学
校
﹂
か
ら
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト（
29
日
、3
日
〜
5
日
）

▽
会
場　
市
営
球
場
ほ
か

▽
内
容

　

 

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
北
信
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

佐
久
鯉
マ
ラ
ソ
ン
、
合
氣
道
演
武
会
、
剣
道
、

弓
道
、
テ
ニ
ス
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

︿
キ
ッ
ズ
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

in 

佐
久
﹀
の
運
営

を
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容

　
ホ
ー
ル
の
受
付
、
扉
開
閉
、
客
席
案
内
、
場

内
誘
導
な
ど

■
応
募
資
格

・
15
歳
以
上
で
、
舞
台
芸
術
や
イ
ベ
ン
ト
に
興

　
味
が
あ
る
方

・ 

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
事
前
説
明
会
に

出
席
で
き
る
方

■
応
募
締
切　
7
月
８
日
㈰
（
必
着
）

■
応
募
方
法
等

・ 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
コ
ス
モ

ホ
ー
ル
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書

用
紙
は
、
文
化
振
興
課
お
よ
び
コ
ス
モ
ホ
ー

ル
で
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

※
主
催
者
負
担
で
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

※
交
通
費
、
食
費
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

　
︿
キ
ッ
ズ
・
サ
ー
キ
ッ
ト 

in 

佐
久
﹀
は
、

児
童
・
青
少
年
の
た
め
の
舞
台
芸
術
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
す
。
２
０
１
６
年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
は
3
回
目
の
開
催
で
す
。

■
期
間　
8
月
３
日
㈮
〜
5
日
㈰

■
会
場　
市
内
文
化
施
設
等

■
チ
ケ
ッ
ト

　
5
月
3
日
㈭　
午
後
1
時
か
ら
先
行
発
売

イベント

イベント

イベント

バルーン
フェスティバル
ホームページ
QRコード

市ホームページ
QRコード
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上
の
方

② 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
視

覚
、
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の
障
害

２
級
の
方
（
準
ず
る
方
）　

③
療
育
手
帳
Ａ
１
の
方

▽
内
容　
理
美
容
業
者
が
居
宅
へ
訪

問
し
理
美
容
を
行
い
、
出
張
経
費

を
市
が
負
担
し
ま
す
（
理
美
容
料

金
は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
）。

▽
申
請
方
法　
介
護
者
や
ご
家
族
等

の
方
が
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

①
の
方
は
高
齢
者
福
祉
課
、
②
③

の
方
は
福
祉
課
、
ま
た
は
各
支
所

高
齢
者
児
童
福
祉
係
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

�  

国
民
年
金
保
険
料
と

　
学
生
納
付
特
例
制
度

国
保
医
療
課 

☎
６
２
─
３
０
９
３

○
国
民
年
金
保
険
料

　
平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
，
３
４
０
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
に
よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
納
付
や
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
が
で
き
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
学
生
の
方

が
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

で
き
る
制
度
で
す
。

　
申
請
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
日
本
年

金
機
構
の
審
査
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）。

▽
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・ 

年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

・ 

在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証

・
印
鑑

�  

は
し
ご
付
き
消
防
自
動
車
の

点
検

佐
久
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課

☎
６
４
─
０
１
１
９

　
佐
久
広
域
連
合
消
防
本
部
に
配
備

さ
れ
て
い
る
﹁
は
し
ご
付
き
消
防
自

動
車
﹂
は
、
主
に
佐
久
広
域
管
内
４

階
建
て
以
上
の
中
高
層
建
築
物
（
約

３
０
０
棟
）
災
害
を
対
象
と
し
、
消

火
・
人
命
救
助
出
動
等
に
備
え
導
入

さ
れ
て
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
今
後
、
安
全
に
使
用
す
る
に
あ
た

り
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
不
具
合

の
未
然
防
止
に
は
、
メ
ー
カ
ー
の
専

門
技
術
者
に
よ
る
分
解
・
点
検
整
備
、

老
朽
化
お
よ
び
劣
化
し
た
部
品
交
換

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
道
路
運
送
車
両
法
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
安
全
基
準
の
適
合
状
態
を
維
持

す
る
た
め
、
製
造
メ
ー
カ
ー
に
車
両

ド
ッ
ク
入
り
し
、
専
門
技
術
者
に
よ
る

検
査
と
整
備
を
受
け
ま
す
の
で
、
長
期

間
に
渡
り
運
用
停
止
と
な
り
ま
す
。

　
命
を
救
う
車
の
い
の
ち
の
点
検
に

ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
間　
４
月
中
旬
〜
７
月
31
日

※ 

期
間
中
の
対
応
は
状
況
に
応
じ
、

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
に

出
動
を
要
請
し
ま
す
。

�  
子
ど
も
の
予
防
接
種

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
６
２
─
３
５
２
７

　
大
切
な
お
子
さ
ん
を
感
染
症
か
ら

守
り
、
周
り
へ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
は
予
防
接
種
が
重
要
で
す
。

▽
市
で
行
う
定
期
予
防
接
種

①
生
後
２
か
月
か
ら
接
種
可
能

・
ヒ
ブ

・
小
児
用
肺
炎
球
菌

・
Ｂ
型
肝
炎

②
生
後
３
か
月
か
ら
接
種
可
能

・
四
種
混
合

③
生
後
５
か
月
か
ら
接
種
可
能

・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

④
１
歳
か
ら
接
種
可
能

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

・
水
痘

⑤
３
歳
か
ら
接
種
可
能

・
日
本
脳
炎

※ 
詳
細
は
、
ご
家
庭
に
配
布
の
﹁
佐

久
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

�  

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
６
２
─
３
５
２
７

▽
接
種
期
間

　
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31
日

▽
対
象

　
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
平
成
30

年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０

歳
を
迎
え
ら
れ
る
方

※ 

今
ま
で
に
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

対
象
の
方
に
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
て
接
種

を
お
願
い
し
ま
す
。

�  

佐
久
市
高
齢
者
等

　
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
福
祉
課 

☎
６
２
─
３
１
５
４

福
祉
課 

☎
６
２
─
３
１
４
７

ま
た
は
各
支
所
高
齢
者
児
童
福
祉
係

　
市
で
は
、
理
美
容
店
に
出
向
く
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い

を
持
つ
方
が
ご
自
宅
で
理
美
容
が
で

き
る
よ
う
、
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

　
市
内
在
住
の
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
次
の
い
ず
れ
か
の
方

① 

概
ね
65
歳
以
上
の
要
介
護
度
３
以

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　16
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�  

道
路
の
穴
や
損
傷
等
の
連
絡

土
木
課 

☎
６
２
─
３
３
０
２

　
安
全
な
道
路
環
境
確
保
の
た
め
、

市
道
上
の
穴
や
損
傷
と
い
っ
た
危
険

箇
所
等
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
お

手
数
で
す
が
土
木
課
へ
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
国
道
お
よ
び
県
道
は
佐
久

建
設
事
務
所
が
管
理
し
て
い
る
た
め
、

危
険
箇
所
等
を
発
見
し
た
場
合
に
は

佐
久
建
設
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

▽
臼
田
を
除
く
地
域

　
佐
久
建
設
事
務
所
佐
久
北
部
事
務

　
所
維
持
係 

☎
６
３
│
３
１
７
３

▽
臼
田
地
域

　
佐
久
建
設
事
務
所
維
持
管
理
課
維

　
持
係 

☎
８
２
│
８
２
７
３

�  

長
野
県
道
路
公
社
有
料
道
路

の
時
間
帯
割
引
回
数
通
行
券

の
販
売

土
木
課 

☎
６
２
─
３
４
２
７

　
長
野
県
道
路
公
社
の
管
理
す
る
有

料
道
路
の
通
行
券
（
朝
夕
の
通
勤
時

間
帯
の
み
使
用
可
能
）
を
通
常
料
金

の
５
割
引
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
区
間　
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
有

料
道
路
、
新
和
田
ト
ン
ネ
ル
有
料

道
路
、
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
有
料
道

路
、
白
馬
長
野
有
料
道
路

▽
対
象　
購
入
日
に
お
い
て
佐
久
市

民
で
あ
り
、（
法
人
は
対
象
外
）

通
勤
・
通
院
等
で
利
用
す
る
方

▽
対
象
車
種　

　
普
通
車
お
よ
び
軽
自
動
車

▽
割
引
対
象
時
間
帯

　
午
前
６
時
〜
10
時
、

　
午
後
４
時
〜
９
時

※ 

右
記
以
外
の
時
間
で
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

▽
販
売
窓
口
お
よ
び
購
入
方
法　

　
土
木
課
、
臼
田
支
所
、
浅
科
支
所
、

　
望
月
支
所　

※ 

白
馬
長
野
有
料
道
路
の
取
扱
い
は

土
木
課
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

 
購
入
に
は
、
免
許
証
等
の
身
分
証

明
書
が
必
要
で
す
。

�  

自
動
車
税
の
納
税
を

　
お
忘
れ
な
く

長
野
県
税
務
課

☎
０
２
６
─
２
３
５
─
７
０
５
１

　
自
動
車
税
の
納
税
期
限
は
、
５
月

31
日
㈭
で
す
。

　
納
税
通
知
書
は
、
５
月
上
旬
に
お

手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、
早
め
の
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
証
明
書
は
車
検
の
際

に
必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

�  
松
く
い
虫
被
害
木
の

　
駆
除
対
応
と
市
へ
の
要
望

耕
地
林
務
課 
☎
６
２
─
３
２
４
２

　
市
で
は
、
森
林
病
害
虫
防
除
事
業

と
し
て
、
市
内
全
域
で
松
く
い
虫
被

害
木
の
﹁
伐
倒
・
く
ん
蒸
処
理
﹂
を

実
施
し
て
お
り
、
特
に
被
害
先
端
地

域
で
は
重
点
的
に
防
除
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
松
く
い
虫
の
被
害
木
を
見
か
け
た

り
、
急
に
枯
れ
た
松
が
目
立
っ
て
き

た
な
ど
感
じ
た
場
合
は
、
地
元
区
長

を
通
じ
て
耕
地
林
務
課
ま
で
ご
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
二
次
災
害
等
の
恐
れ
か
ら

早
急
な
対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
所

有
者
か
ら
直
接
、
業
者
に
ご
相
談
の

う
え
個
人
で
の
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。　　

　
な
お
、
所
有
者
等
が
行
う
松
く
い

虫
の
被
害
木
伐
倒
等
に
係
る
費
用
の

補
助
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
区
要
望
書
を
提
出
し
て
も
、

伐
倒
し
よ
う
と
す
る
被
害
木
の
近
く
に
、

構
造
物
（
お
墓
、
小
屋
な
ど
）
が
あ
る

場
合
、
周
辺
が
崖
地
な
ど
の
場
合
、
庭

木
な
ど
の
場
合
は
、
市
の
駆
除
対
応
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�  「
緑
の
募
金
」へ
の

　
協
力
の
お
願
い

耕
地
林
務
課 

☎
６
２
─
３
２
４
２

　
美
し
い
緑
の
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日

ま
で
を
﹁
緑
化
推
進
特
別
強
調
月

間
﹂
と
し
て
、
様
々
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、
身
近

な
環
境
の
緑
化
、
健
全
な
森
林
づ
く

り
や
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
緑
の
募
金
運
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
期
間
中
、
各
区
役
員
さ
ん
が
各
家

庭
に
募
金
の
お
願
い
に
伺
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
募
金
は

市
の
緑
化
木
事
業
に
活
用
さ
れ
る
ほ

か
、
み
ど
り
の
少
年
団
育
成
、
国
や

県
に
よ
る
森
林
整
備
に
も
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

▽
実
施
期
間

　
４
月
13
日
㈮
〜
５
月
18
日
㈮

▽
募
金
の
種
類　
家
庭
募
金

�  

道
路
に
張
り
出
し
た
樹
木
等

の
伐
採
の
お
願
い

土
木
課 

☎
６
２
─
３
２
９
８

　
道
路
や
歩
道
へ
の
樹
木
の
枝
や
雑

草
の
張
り
出
し
お
よ
び
倒
木
は
、
自

動
車
、
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。

　
車
道
や
歩
道
に
樹
木
が
張
り
出
し

て
い
る
、
ま
た
、
倒
木
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
、
樹
木
の
所
有
者
が
枝
を
剪

定
す
べ
き
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　
土
地
の
所
有
者
は
樹
木
の
伐
採
ま

た
は
枝
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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�  

第
三
次
佐
久
市
地
域
福
祉
計

画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

福
祉
課 

☎
６
２
─
３
１
４
７

　
こ
の
計
画
は
、
今
後
の
福
祉
分
野

の
全
体
的
な
考
え
方
や
方
向
性
を
示

す
計
画
で
す
。

　
全
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
や

持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
協
働
し
て
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

を
目
指
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
﹁
思
い
や
り
、
助
け
合
い
、

支
え
合
う
心
﹂
が
不
可
欠
で
す
。
今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
計
画
の
基
本
理
念

　
﹁
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
﹂

▽
計
画
期
間

　
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
ま

で
の
５
年
間

▽
閲
覧

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市
役

所
市
民
ホ
ー
ル
行
政
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

や
佐
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
等
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�  

４
月
１
日
か
ら
公
の
施
設
を

管
理
運
営
す
る
指
定
管
理
者

を
指
定
し
ま
し
た

企
画
課 

☎
６
２
─
３
０
６
７

▽
指
定
管
理
者
制
度
と
は
？

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
﹁
公
の
施
設
﹂
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
、
広
く
民
間
の
事
業
者
や
団

体
に
も
任
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。
民
間
の
力
を
活
用
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
管
理
運
営
を
任
せ
る

事
業
者
等
を
﹁
指
定
管
理
者
﹂
と
い

い
、
議
会
の
議
決
を
経
て
市
が
指
定

し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
た
施
設
の
う
ち
、
平
成
29
年

度
で
指
定
期
間
が
満
了
し
ま
す
佐
久

情
報
セ
ン
タ
ー
他
17
件
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
お
け
る

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

�  

お
忘
れ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

　
〜
長
野
県
民
交
通
災
害
共
済

の
加
入
申
込
〜

生
活
環
境
課 

☎
６
２
─
３
０
９
４

　
年
間
４
０
０
円
の
年
会
費
を
納
め

て
会
員
に
な
っ
た
方
が
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
と
き
に
、
お
見
舞
金
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

▽
加
入
方
法　

　
年
間
を
通
じ
、
生
活
環
境
課
お
よ

び
各
支
所
、
各
出
張
所
の
窓
口
で
加

入
が
で
き
ま
す
。

�  
第
二
次
佐
久
市
環
境

　
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

環
境
政
策
課 
☎
６
２
─
２
９
１
７

　
今
日
の
環
境
問
題
は
、
ご
み
の
増

加
、
水
質
汚
濁
な
ど
の
身
近
な
問
題

か
ら
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
な
ど
、
地
球
規
模
の
問
題
に
至
る

ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
以
降
の
社
会
環
境
の

変
化
や
パ
リ
協
定
の
採
択
、
生
物
多

様
性
の
保
全
へ
の
対
応
な
ど
、
新
た

な
環
境
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

﹁
第
二
次
佐
久
市
環
境
基
本
計
画
﹂

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
は
市
民
、
事
業
者
・
行
政

の
協
働
に
よ
り
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▽
５
つ
の
基
本
目
標

・
安
心
・
安
全
社
会
の
実
現

・
自
然
共
生
社
会
の
実
現

・
低
炭
素
社
会
の
実
現

・
循
環
型
社
会
の
実
現

・
環
境
保
全
活
動
の
拡
大

▽
計
画
期
間

　
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
39
年
度
ま

で
の
10
年
間

▽
閲
覧

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ほ
か
、
市
役
所

市
民
ホ
ー
ル
行
政
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�  

佐
久
市
無
居
住
家
屋
等
対
策

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

建
築
住
宅
課 

☎
６
２
─
３
４
３
０

　
市
で
は
、
空
き
家
問
題
に
つ
い
て

市
の
考
え
方
を
明
確
に
し
、
空
家
等

対
策
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、﹁
佐
久

市
無
居
住
家
屋
等
対
策
計
画
﹂
を
策

定
し
ま
し
た
。

▽
空
家
等
対
策
に
関
す
る
基
本
的
方

針
・
空
き
家
化
の
予
防

・
空
き
家
の
適
切
管
理
の
促
進

・
空
き
家
の
活
用
、
流
通
促
進

・
特
定
空
き
家
化
の
予
防

・
情
報
基
盤
の
整
備

▽
計
画
期
間

　
平
成
30
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
ま

で
の
５
年
間

▽
閲
覧

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ほ
か
、
市
役
所

市
民
ホ
ー
ル
行
政
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
等

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

�  

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

生
活
環
境
課 

☎
６
２
─
３
０
９
４

▽
期
間　
４
月
６
日
㈮
〜
15
日
㈰

▽
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
思
い
や
り　
乗
せ
て
信
濃
路　

咲
く
笑
顔
」

　
運
転
は
心
と
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
﹁
ス
ロ
ー
ド
ラ
イ
ブ
﹂
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
地
等
の
生
活
道
路
で
は
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
す
こ
と
に
よ
り
、
相

当
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
回
避
で
き
、

交
通
事
故
を
無
く
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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と
が
浄
化
槽
管
理
者
の
義
務
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
長
野
県
で
は
こ
れ
ま

で
数
年
に
一
度
の
検
査
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
よ
り
、
長
野
県
内
に

設
置
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
浄
化
槽

に
つ
い
て
年
１
回
の
検
査
を
実
施
す

る
体
制
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
﹁
長
野

県
浄
化
槽
協
会
﹂
に
よ
り
、
全
て
の

浄
化
槽
を
対
象
に
年
１
回
の
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
検
査
に
際
し
て
は
、

事
前
に
﹁
長
野
県
浄
化
槽
協
会
﹂
よ

り
実
施
の
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
、

検
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�  

一
本
柳
公
園
が
開
園
し
ま
し
た

公
園
緑
地
課 

☎
６
２
─
３
４
２
４

　
一
本
柳
団
地
の
西
側
に
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
一
本
柳
公
園
が
３
月

29
日
に
開
園
し
ま
し
た
。

　
本
公
園
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
世
代
に
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と

を
目
的
に
多
種
類
の
遊
具
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い

る
四
阿
（
あ
ず
ま
や
）、
ベ
ン
チ
は

災
害
時
に
テ
ン
ト
、
ト
イ
レ
に
な
る

機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
世
代
間
を

超
え
た
交
流
の
場
と
し
て
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
主
な
施
設

　
 

滑
り
台
、
鉄
棒
、
砂
場
、
健
康
遊

具
、
ベ
ン
チ
、
四
阿
、
シ
ェ
ル

タ
ー
、
水
飲
み

▽
駐
車
場

　
３
台

　
（
障
が
い
者
等
駐
車
場
１
台
）

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

�  

駒
場
公
園
の
利
用

駒
場
公
園
管
理
事
務
所

 

☎
６
８
─
１
３
９
９

 

FAX
６
８
─
１
８
５
３

○ 

５
月
分
の
駒
場
公
園
施
設
利
用
申

込
の
受
付

▽
対
象
施
設

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
弓
道
場
、

　
ギ
リ
シ
ャ
劇
場
、
多
目
的
広
場

▽
窓
口
受
付
開
始

　
４
月
１
日
㈰　
午
後
１
時
〜

※
窓
口
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※ 
申
込
が
重
複
し
た
場
合
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

▽
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付
開
始

　
４
月
10
日
㈫　
午
後
１
時
〜

※ 

大
会
等
の
予
約
は
、
駒
場
公
園
管

理
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※ 

詳
細
は
、
佐
久
市
振
興
公
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�  
土
木
工
事
等
を
行
う
場
合
の

埋
蔵
文
化
財
手
続
き
等

文
化
振
興
課 
☎
６
３
─
５
３
２
１

　
埋
蔵
文
化
財
を
包
蔵
す
る
土
地
で

土
木
工
事
等
を
行
う
場
合
に
は
、
文

化
財
保
護
法
第
93
条
の
規
定
に
よ
り

工
事
着
手
60
日
前
ま
で
に
長
野
県
教

育
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
す
で
に
土
木
工
事
が
行
わ

れ
た
土
地
で
、
再
び
土
木
工
事
を
行

う
場
合
も
同
様
で
す
）

　
ま
た
、
包
蔵
地
以
外
で
も
土
木
工

事
等
の
際
に
埋
蔵
文
化
財
が
発
見
さ

れ
た
場
合
も
、
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

※ 

届
出
を
せ
ず
土
木
工
事
等
を
実
施

し
た
場
合
に
は
、
工
事
が
進
ま
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※ 

包
蔵
地
に
つ
い
て
は
市
役
所
市
民

ホ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
遺
跡
詳
細

分
布
図
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

文
化
振
興
課
文
化
財
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
文
化
財
保
護
法
第
93
条
の
届
出
様

式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※ 

詳
細
は
文
化
振
興
課
文
化
財
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�  

平
成
30
年
度
か
ら
の
米
政
策

佐
久
市
農
業
再
生
協
議
会

☎
６
２
─
３
２
０
３

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
米
政
策
で
は
、

国
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
や

生
産
数
量
目
標
達
成
者
向
け
の
交
付

金
が
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
産
地
主
導

に
よ
る
主
食
用
米
の
需
給
調
整
は
30

年
以
降
も
継
続
し
転
作
作
物
へ
の
助

成
等
も
継
続
さ
れ
ま
す
。
佐
久
市
農

業
再
生
協
議
会
で
は
引
き
続
き
、
米

の
価
格
安
定
を
図
る
た
め
、
需
要
に

応
じ
た
適
正
生
産
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

▽
主
な
対
応
方
針

・ 

長
野
県
農
業
再
生
協
議
会
が
示
す

米
の
生
産
数
量
目
安
値
を
水
田
農

家
の
皆
さ
ん
に
お
示
し
し
ま
す
。

・ 

国
、
市
が
行
う
、
転
作
作
物
に
対

す
る
交
付
金
を
活
用
し
、
野
菜
、

花
き
、
果
樹
な
ど
の
高
収
益
作
物
、

加
工
用
米
、
新
規
需
要
米
な
ど
の

作
付
け
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
減
反
は
廃
止
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
将
来
を
見
据

え
て
、
米
の
価
格
安
定
を
保
つ
た
め
、

﹁
生
産
数
量
目
安
値
﹂
の
範
囲
内
で

主
食
用
米
の
適
正
生
産
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

�  

浄
化
槽
法
第
11
条
検
査
の
実
施

（
合
併
浄
化
槽
管
理
者
へ
）

下
水
道
課 

☎
６
３
─
０
１
０
１

　
浄
化
槽
は
、
汚
水
を
微
生
物
の
働

き
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
し
て
、
公
共

水
域
へ
放
流
す
る
施
設
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
浄
化
槽
管
理
者
は
浄

化
槽
が
適
正
に
機
能
す
る
よ
う
、
定

期
的
な
点
検
等
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
浄
化
槽
法
第
11
条
検
査
は
、
浄
化

槽
の
点
検
等
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
を
検
査
し
ま
す
。

　
こ
の
検
査
は
、
年
１
回
受
け
る
こ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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�  

第
７
期
長
野
県
自
然
保
護

　
レ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

長
野
県
自
然
保
護
課

☎
０
２
６
─
２
３
５
─
７
１
７
８

　
長
野
県
の
美
し
い
自
然
環
境
を
守

る
た
め
、
あ
な
た
も
長
野
県
自
然
保

護
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
し
ま
せ

ん
か
。

▽
任
期　

　
６
月
１
日
〜
平
成
33
年
５
月
31
日

▽
活
動
内
容

・ 

自
然
公
園
な
ど
を
訪
れ
る
方
へ
マ

ナ
ー
を
守
る
よ
う
呼
び
か
け

・ 

自
然
環
境
に
関
す
る
こ
と
や
登
山

道
な
ど
の
状
況
を
県
に
情
報
提
供

・ 

動
植
物
の
保
護
等
自
然
環
境
保
全

活
動

▽
申
込
期
限　
４
月
20
日
㈮

▽
そ
の
他

・
応
募
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
報
酬
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

�  

五
郎
兵
衛
記
念
館
の
事
業

五
郎
兵
衛
記
念
館☎５

８
─
３
１
１
８

○
古
文
書
調
査
報
告
書
第
11
集
完
成

　
館
収
蔵
古
文
書
か
ら
﹁
用
水
・
普

請
﹂
に
つ
い
て
江
戸
末
期
の
翻
刻
結

果
を
報
告
し
ま
す
。

　
幕
末
を
迎
え
世
情
が
不
安
と
な
る

中
、
こ
の
当
時
周
辺
の
村
々
を
巻
き

込
ん
で
水
利
権
の
大
騒
動
が
勃
発
し

ま
す
。
水
な
し
で
は
村
が
存
立
し
ま

せ
ん
。
生
存
を
か
け
た
当
時
の
村
と

村
の
貴
重
な
交
渉
記
録
で
す
。

・
古
文
書
調
査
報
告
書
第
11
集　
　

　
定
価
５
０
０
円

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
販
売
中

○
桜
と
村
里
風
景
写
真
展

　
五
郎
兵
衛
の
故
郷
か
ら
贈
ら
れ
樹

齢
約
２
５
０
年
の
記
念
館
前
の
市
天

然
記
念
物
﹁
関
所
破
り
の
桜
﹂
別
名

﹁
苗
代
桜
﹂
と
も
称
さ
れ
名
前
の
と

お
り
稲
苗
代
を
準
備
す
る
頃
の
４
月

中
旬
に
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。
こ
の

満
開
期
に
合
わ
せ
て
桜
の
写
真
を

﹁
浅
科
写
真
ク
ラ
ブ
﹂
の
協
力
に
よ

り
、
併
せ
て
古
き
良
き
村
の
風
景
写

真
も
同
時
展
示
し
ま
す
。

▽
会
期　
４
月
20
日
㈮
〜
５
月
６
日
㈰

▽
入
館
料　
無
料

○
古
文
書
を
読
む
会
参
加
者
募
集

　
昭
和
54
年
に
始
め
ら
れ
当
時
か
ら

行
政
の
垣
根
を
越
え
多
く
の
方
々
が

共
に
学
び
、
そ
し
て
地
域
の
歴
史
に

思
い
を
深
く
し
て
い
っ
た
古
文
書
学

習
会
﹁
古
文
書
を
読
む
会
﹂
の
新
年

度
新
規
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　
初
回
４
月
12
日
㈭

　

 

午
後
７
時
30
分
〜
以
降
毎
月
第
二

木
曜
日
の
午
後
７
時
30
分
〜

▽
参
加
費　
無
料（
資
料
代
は
実
費
）

▽
講
師　
春
原
邦
江　
元
記
念
館
長

�  
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
新
規

出
店

う
す
だ
健
康
館☎

８
１
─
５
５
４
１

　
う
す
だ
健
康
館
（
佐
久
市
臼
田
健

康
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
に
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
で
は
４
月
か
ら
出
店
者
が

変
更
と
な
り
、
新
規
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

▽
店
名　

　
ア
ロ
マ
と
ハ
ー
ブ
の
専
門
店

　
な
な
そ
ら

▽
営
業
開
始
日　

　
４
月
７
日
㈯
〜

▽
営
業
時
間　

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▽
休
業
日　

　
毎
週
火
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

▽
業
務
内
容　

・
ハ
ン
ド
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

・ 
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
ハ
ー
ブ
関
連

商
品
の
販
売

・ 
地
域
の
集
ま
り
・
子
育
て
サ
ー
ク

ル
へ
の
出
張
ア
ロ
マ
講
座
、
ハ
ン

ド
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

・ 

在
宅
介
護
者
の
ご
自
宅
・
介
護
施

設
へ
の
訪
問
ア
ロ
マ
サ
ー
ビ
ス

� 

毎
月
26
日

　
「
風
呂
の
日
」
サ
ー
ビ
ス

も
ち
づ
き
荘 

☎
５
２
─
２
５
１
５

ゆ
ざ
わ
荘 

☎
５
２
─
０
０
２
２

布
施
温
泉 

☎
５
３
─
０
１
８
１

穂
の
香
乃
湯 

☎
５
８
─
０
０
３
３

▽
期
日　
４
月
26
日
㈭

▽
サ
ー
ビ
ス
内
容

・
入
浴
料　
50
円
引

※
他
割
引
券
と
の
併
用
不
可

○ 

４
つ
の
温
泉
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
が
２
倍

※ 

詳
細
は
、
各
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�  

平
尾
温
泉
み
は
ら
し
の
湯

　
「
佐
久
市
民
Ｄ
Ａ
Ｙ
」お
よ
び

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館
の
ご
案
内

平
尾
温
泉
み
は
ら
し
の
湯　
　

 

☎
６
８
―
０
２
６
１

○
佐
久
市
民
Ｄ
Ａ
Ｙ　

　
４
月
の
最
終
金
曜
日
に
佐
久
市
民

を
対
象
と
し
た
入
浴
料
の
割
引
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
４
月
27
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
10
時

▽
入
浴
料
（
通
常
料
金
25
％
割
引
）

　
大
人
・
中
人　
　
６
０
０
円

　
小
人
（
小
学
生
）
３
０
０
円

※
他
割
引
と
の
併
用
は
不
可

※ 

ご
来
店
時
に
佐
久
市
在
住
の
証
明

と
し
て
、
免
許
証
ま
た
は
佐
久
市

在
住
を
証
明
で
き
る
も
の
を
ご
提

示
い
た
だ
き
ま
す
。

○
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
休
館

　
平
尾
温
泉
み
は
ら
し
の
湯
は
、
機

器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
た
め
、

左
記
期
間
を
休
館
し
ま
す
。

▽
期
間　
４
月
２
日
㈪
〜
５
日
㈭

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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�  

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

上
田
地
域
事
務
所

☎
０
２
６
８
─
２
２
─
５
２
６
７

○
予
備
自
衛
官
（
一
般
・
技
能
）

▽
一
般

・
資
格　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

▽
技
能

・ 

資
格　
国
家
資
格
免
許
を
保
有
す

る
18
歳
以
上
53
歳
〜
55
歳
未
満

（
保
有
す
る
免
許
に
よ
る
）

※
年
齢
は
平
成
30
年
７
月
１
日
現
在

・
受
付
期
間　
４
月
６
日
㈮
ま
で　

・ 

試
験
期
日　
４
月
14
日
㈯
〜
18
日

㈬
の
指
定
す
る
１
日

○
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

▽
大
卒
程
度

・
資
格

① 

20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
で
大
学

を
卒
業
し
た
者
（
卒
業
見
込
み
含

む
）

②
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

③ 

22
歳
以
上
28
歳
未
満
で
修
士
課
程

等
の
修
了
者
（
学
位
取
得
見
込
み

含
む
）
ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る

者
▽
院
卒
者

・ 

資
格　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

で
修
士
課
程
修
了
者

※
資
格
は
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

・
受
付
期
間　
５
月
１
日
㈫
ま
で

・
一
次
試
験　

　
５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

○
自
衛
官
候
補
生

・
資
格　

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

・
受
付
期
間　
通
年

�  

海
上
保
安
庁

　
海
上
保
安
学
校
学
生

　
採
用
試
験
（
特
別
）

第
九
官
区
海
上
保
安
本
部

総
務
部
人
事
課

☎
０
１
２
０
─
４
４
４
─
５
７
６

▽
資
格　

① 

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

６
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ

び
平
成
30
年
９
月
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

② 

高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程

を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
平
成
30

年
４
月
１
日
現
在
、
当
該
課
程
を
修

了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６

年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
等

▽
受
付
期
間　
４
月
６
日
㈮
ま
で

▽
申
込

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
申
込

▽
第
一
次
試
験　
５
月
13
日
㈰

　
基
礎
能
力
、
作
文
試
験

▽
第
二
次
試
験　

　
６
月
７
日
㈭
〜
19
日
㈫
内
、
１
日

　

 

人
物
試
験
・
身
体
検
査
・
身
体
測

定
・
体
力
検
査

�  
山
荘
あ
ら
ふ
ね
オ
ー
プ
ン

山
荘
あ
ら
ふ
ね☎

６
５
─
２
０
２
１

▽
営
業
期
間
（
期
間
中
無
休
）

　
４
月
21
日
㈯
〜
11
月
18
日
㈰

※
内
山
牧
場
キ
ャ
ン
プ
場
は

　
４
月
27
日
㈮
オ
ー
プ
ン
予
定

�  

平
成
30
年
度
前
期
技
能
検
定

長
野
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
２
６
─
２
３
４
─
９
０
５
０

長
野
県
人
材
育
成
課

☎
０
２
６
─
２
３
５
─
７
２
０
２

　
技
能
検
定
は
、
製
造
業
や
建
設
業

な
ど
で
必
要
と
さ
れ
る
技
能
の
習
得

レ
ベ
ル
を
証
明
す
る
国
家
検
定
制
度

で
す
。

　
検
定
は
実
技
試
験
と
学
科
試
験
に

よ
り
行
わ
れ
、
合
格
す
る
と
﹁
技
能

士
﹂
と
名
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
試
験
日
程

・
実
技
試
験　

　
６
月
５
日
㈫
〜
９
月
９
日
㈰

・
学
科
試
験

　
７
月
15
日
㈰
、
８
月
19
日
㈰

　
８
月
26
日
㈰
、
９
月
２
日
㈰

　
の
い
ず
れ
か

※ 

受
験
す
る
検
定
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

▽
願
書
受
付
期
間

　
４
月
４
日
㈬
〜
17
日
㈫

※ 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

�  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産

売
却

契
約
課 

☎
６
２
─
３
０
８
４

　
市
で
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提

供
す
る
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利

用
し
て
、
不
用
と
な
っ
た
市
有
財
産

（
物
品
・
車
両
・
土
地
等
）
の
一
般

競
争
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

▽
参
加
申
込
期
間

　
４
月
６
日
㈮
午
後
１
時
〜

　
４
月
23
日
㈪
午
後
２
時

▽
入
札
期
間

　
５
月
10
日
㈭
午
後
１
時
〜

　
５
月
17
日
㈭
午
後
１
時

▽
物
件
の
下
見

　
参
加
申
込
期
間
内
に
受
付
ま
す
。

▽
参
加
方
法
等

　
入
札
（
年
６
回
）
の
参
加
方
法
や

物
件
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ま
た
は
ヤ
フ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有

財
産
売
却
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　
大
勢
の
方
の
入
札
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

QRコード

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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▽
募
集
要
件

① 

学
校
給
食
に
使
う
農
産
物
の
品
質
、

規
格
、
数
量
確
保
が
で
き
る
方

② 

子
ど
も
達
が
口
に
す
る
農
産
物
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
安
全
な
管

理
が
で
き
る
方

③ 

農
産
物
を
生
産
し
て
い
な
い
方
で

も
、
朝
の
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
の
納

品
や
事
務
作
業
が
で
き
る
方

※ 

各
応
援
団
に
特
色
が
あ
り
、
必
要

と
さ
れ
て
い
る
分
野
も
違
い
ま
す
。

生
産
だ
け
で
は
な
く
、
運
搬
や
事

務
な
ど
様
々
な
関
わ
り
方
が
で
き

ま
す
。

�  

お
達
者
応
援
団
育
成
塾

　
受
講
生
募
集

高
齢
者
福
祉
課☎

６
２
─
３
１
５
７

　
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
地
域
で

実
践
す
る
﹁
お
達
者
応
援
団
﹂
の
育

成
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
の
た
め
に
健
康
や
運
動
な

ど
の
知
識
と
技
術
を
学
び
、
地
域
で
活

か
す
た
め
の
全
10
回
の
講
座
で
す
。

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
１
０
０
名

▽
申
込
期
限　
５
月
18
日
㈮

○
第
１
回
講
座

▽
日
時　
５
月
22
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
会
場

　
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

▽
内
容　
介
護
予
防
の
目
的

▽
講
師　
一
般
社
団
法
人　
健
康
福

祉
広
域
支
援
協
会　
中
村　
崇
氏

※ 

育
成
塾
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
年
間
日
程
表
を
お
送
り

し
ま
す
。

※ 

第
１
回
講
座
は
、
公
開
講
座
に
な

り
ま
す
。﹁
お
達
者
応
援
団
育
成

塾
﹂
の
受
講
生
以
外
に
も
、
一
般

の
方
も
受
講
で
き
ま
す
。
一
般
の

方
は
、
お
申
し
込
み
不
要
で
す
。

�  

佐
久
市
日
常
生
活
用
具
等
給
付

事
業
の
対
象
品
目
の
追
加

福
祉
課 

☎
６
２
─
３
１
４
７

ま
た
は
各
支
所
高
齢
者
児
童
福
祉
係

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

等
を
対
象
と
し
た
日
常
生
活
用
具
の

給
付
に
つ
い
て
、
以
下
の
品
目
が
追

加
と
な
り
ま
し
た
。

○
人
工
内
耳
体
外
部
装
置
の
交
換

▽
対
象　
聴
覚
障
害
が
あ
り
人
工
内

耳
を
使
用
し
て
い
る
方

▽
上
限
額　
片
耳
30
万
円
（
両
耳
の

方
は
２
個
ま
で
支
給
）

○
人
工
内
耳
体
外
部
装
置
の
修
理

▽
対
象　
聴
覚
障
害
が
あ
り
人
工
内

耳
を
使
用
し
て
い
る
方

▽
上
限
額　
２
万
円（
年
１
回
の
み
）

○
音
声
式
血
圧
計

▽
対
象　
視
覚
障
害
２
級
以
上
か
つ

18
歳
以
上
の
方
（
視
覚
障
害
者
の

み
の
世
帯
お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る

世
帯
の
方
に
限
る
）

▽
上
限
額　
５
千
円

※ 

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�  
農
作
物
等
有
害
鳥
獣
被
害

　
防
止
事
業

農
政
課 
☎
６
２
─
３
２
０
３

　
市
で
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た

め
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
設
置
す
る
侵

入
防
護
柵
等
の
資
材
購
入
費
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
侵
入
防
護
柵

　
ネ
ッ
ト
柵
、
電
気
柵
等

▽
防
護
柵
の
規
模

　
延
長
が
１
０
０
ｍ
以
上

▽
補
助
率
等　

　

 

購
入
経
費
の
10
分
の
３
以
内
で
、

上
限
10
万
円

※ 

す
で
に
設
置
済
み
の
柵
や
購
入
済

み
の
資
材
に
つ
い
て
は
補
助
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

事
前
に
農
政
課
ま
た
は
各
支
所
経

済
建
設
環
境
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

�  

佐
久
古
太
き
ゅ
う
り
保
存
会

　
会
員
募
集
説
明
会
開
催

　
お
よ
び
苗
の
一
般
配
布
終
了

農
政
課 

☎
６
２
─
３
２
０
３

　
佐
久
古
太
き
ゅ
う
り
保
存
会
は
、

佐
久
古
太
き
ゅ
う
り
の
伝
統
的
な
栽

培
方
法
や
特
徴
を
保
存
・
継
承
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
保
存
会
の
新
た
な
会
員
の
募
集
に

向
け
て
活
動
内
容
等
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
な
お
、
昨
年
ま
で
実
施
し
た

佐
久
古
太
き
ゅ
う
り
の
苗
の
配
布
は

保
存
会
が
発
足
し
た
こ
と
か
ら
、
平

成
30
年
度
以
降
は
保
存
会
の
会
員
の

み
と
な
り
、
一
般
向
け
の
配
布
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
説
明
会

▽
日
時　
４
月
17
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▽
会
場　
市
役
所
７
０
１
会
議
室

▽
申
込
期
間　

　
４
月
３
日
㈫
〜
９
日
㈪

　
平
日　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
申
込
先　
農
政
課

※ 

佐
久
古
太
き
ゅ
う
り
保
存
会
は
、

平
成
29
年
度
に
長
野
県
の
﹁
信
州

の
伝
統
野
菜
﹂
の
伝
承
地
栽
培
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

�  

学
校
給
食
応
援
団
員
募
集

農
政
課 

☎
６
２
─
３
２
０
３

　
市
で
は
、
学
校
給
食
へ
農
産
物
を

納
め
る
﹁
学
校
給
食
応
援
団
﹂
の
団

員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
以
下
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
農
家

の
方
や
、
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は

農
政
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
学
校
給
食
応
援
団
の
設
置
状
況

・
望
月
学
校
給
食
応
援
団

・
浅
科
学
校
給
食
応
援
団

・
臼
田
学
校
給
食
応
援
団

・
佐
久
学
校
給
食
応
援
団

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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�  

第
80
回
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

21
講
演
会

浅
間
総
合
病
院
地
域
医
療
室

☎
６
７
─
２
２
９
５

　
当
院
で
平
成
28
年
か
ら
開
始
し
た

変
形
性
膝
・
股
関
節
症
に
対
す
る
新

し
い
治
療
法
（
Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
）
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
手
術
が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
を

判
定
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
﹁
手
術
の

延
期
・
回
避
﹂
を
目
指
し
た
リ
ハ
ビ

リ
を
行
う
と
い
う
、
今
ま
で
に
は
な

い
治
療
法
を
開
発
者
の
大
谷
内
輝
夫

先
生
を
お
招
き
し
て
、
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

▽
演
題

　
﹃
自
分
で
で
き
る
変
形
性
膝
・

　
股
関
節
症
の
治
療
﹄

　
〜
本
当
に
手
術
が
必
要
か

　
見
分
け
る
方
法
を
教
え
ま
す
！
〜

▽
日
時　
４
月
13
日
㈮

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

▽
会
場　
浅
間
総
合
病
院　

　
中
央
棟
４
階
・
講
堂

▽
講
師

　
当
院
整
形
外
科
部
長　
角
田
俊
治

　
ゆ
う
き
指
圧
院
長　
大
谷
内
輝
夫

▽
入
場
料　
無
料

�  

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
座
談
会

高
齢
者
福
祉
課

 

☎
６
２
─
３
１
５
７

　
認
知
症
の
方
ご
本
人
や
介
護
者
が

気
軽
に
集
い
、
情
報
交
換
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
で
す
。

▽
日
時　
４
月
10
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
会
場　
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
中
込

　
（
サ
ン
グ
リ
モ
中
込
１
階
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
対
象　
認
知
症
の
方
を
介
護
さ
れ

て
い
る
方
、
認
知
症
の
方
ご
本
人

※
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�  

脳
の
健
康
度
測
定

　
参
加
者
募
集

高
齢
者
福
祉
課☎

６
２
─
３
１
５
７

▽
日
程
・
会
場　

・
５
月
24
日
㈭
、
６
月
19
日
㈫

　
市
民
創
錬
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

 

・
５
月
31
日
㈭
、
６
月
27
日
㈬

　
あ
い
と
ぴ
あ
臼
田 

▽
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

▽
参
加
費　
無
料

▽
対
象　

　
65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
認
定
を

受
け
て
お
ら
ず
認
知
症
の
診
断
や
治

療
を
受
け
て
い
な
い
方

※ 

各
会
場
、
両
日
参
加
で
き
る
方
の

限
定
と
な
り
ま
す
。

▽
定
員　
各
会
場
40
名

▽
申
込　
４
月
18
日
㈬

　
午
前
８
時
30
分
〜
受
付
開
始

▽
申
込
先　
高
齢
者
福
祉
課

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

※ 

当
日
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
後
日
詳
細
を
お
送
り
し
ま

す
。

�  
移
住
関
連
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

移
住
交
流
推
進
課☎６

２
─
４
１
３
９

▽
移
住
促
進
住
宅
取
得
費
等
補
助
金

　
佐
久
市
へ
移
住
を
さ
れ
る
方
を
対

象
に
、
市
内
で
住
宅
を
取
得
（
新

築
・
購
入
）
す
る
場
合
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
移
住
促
進
サ
ポ
ー
ト
清
掃
費
等

　
補
助
金

　
空
き
家
を
所
有
す
る
方
を
対
象
に
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
空
き
家
に
つ

い
て
、
家
財
道
具
処
分
費
お
よ
び
ハ

ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
補
助
金
に
も
、
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
事
業
を
始

め
る
前
に
移
住
交
流
推
進
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�  

春
は
山
火
事
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

長
野
県
森
林
づ
く
り
推
進
課

☎
０
２
６
─
２
３
５
─
７
２
７
０

　
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
い

こ
と
か
ら
、
山
火
事
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。

　
火
の
扱
い
に
は
十
分
注
意
す
る
と

と
も
に
、
火
災
を
発
見
し
た
ら
た
だ

ち
に
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い

・ 

火
か
ら
離
れ
る
と
き
は
完
全
に
消

化
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
火
遊
び
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

�  

収
蔵
品
展

　

 

う
た
い  

お
ど
る  

線
と
コ
コ

ロ
─
ふ
れ
て
み
よ
う
・
書
の

世
界
─
＆
平
成
28
年
度
収
蔵

　
新
収
蔵
品
展

近
代
美
術
館 

☎
６
７
─
１
０
５
５

▽
会
期　
５
月
６
日
㈰
ま
で

▽
開
館
時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
会
期
中
の
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

※
４
月
30
日
は
開
館

▽
観
覧
料

　
一
般　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
高
校
・
大
学
生　
４
０
０
円

　
小
・
中
学
生　
　
２
５
０
円 

小川瓦木《古代人からのメッセージ》

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
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�  

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
募
集

体
育
課 

☎
６
２
─
２
０
２
０

※
申
込
開
始
は
４
月
２
日
か
ら

▽
４
月
開
講
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
一
般
）

・
お
楽
し
み
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
（
小
学
生
以
上)

・
ピ
ン
ポ
ン
（
小
学
生
以
上
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
親
子
）

・
フ
ッ
ト
サ
ル
（
小
中
学
生
）

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
（
小
学
２
年
生
以
上
）

・
さ
わ
や
か
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
（
小
学
生
以
上
）

・
エ
ン
ジ
ョ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
（
年
齢
制
限
な
し
）

▽
５
月
開
講
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

・
ゴ
ル
フ
（
小
学
生
以
上
）

・
硬
式
テ
ニ
ス
（
中
学
生
以
上
）

・
弓
道
（
中
学
生
以
上
）

・
新
体
操
（
年
中
〜
小
学
生
女
子
）

・
卓
球
（
小
学
生
以
上
）

・
少
林
寺
拳
法
（
５
歳
以
上
）

※ 

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
体
育
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�   

第
14
回
佐
久
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

体
育
協
会 

☎
８
８
─
６
１
２
３

▽
期
日　
５
月
27
日
㈰

▽
会
場　

　
サ
ニ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▽
参
加
費　
２
，
５
０
０
円

※
別
途
プ
レ
ー
代
が
必
要
で
す
。

▽
対
象　

　
市
民
お
よ
び
市
内
企
業
勤
務
者

▽
定
員　
２
０
０
名
（
50
組
）

▽
申
込
方
法　
所
定
の
参
加
申
込
書

に
よ
り
体
育
協
会
ま
た
は
サ
ニ
ー

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　
５
月
11
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

※ 

詳
細
は
、
市
、
体
育
協
会
お
よ
び

サ
ニ
ー
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

体
育
協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�  

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
in
ほ
っ
と
ぱ
ー
く
・
浅
科

道
の
駅
ほ
っ
と
ぱ
ー
く
・
浅
科

☎
５
８
─
０
５
８
１

　
道
の
駅
ほ
っ
と
ぱ
ー
く
・
浅
科
の

ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
出
展
者
の
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
４
月
１
日
㈰
、
15
日
㈰

　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時

�  
教
室
参
加
者
募
集

障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

 
☎
６
４
─
０
２
１
２

 

FAX
６
４
─
０
２
１
３

○
健
康
体
操
教
室

▽
日
時　
４
月
４
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場　
野
沢
会
館

　
和
室
１
、
２
、
３
号

▽
持
ち
物　

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲
み
物

○
気
功
教
室

▽
日
時

　
４
月
12
日
㈭
、
５
月
10
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

▽
会
場　
野
沢
会
館　

　
和
室
１
、
２
、
３
号

○
絵
画
（
絵
手
紙
）
教
室

▽
日
時　
４
月
17
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場　
野
沢
会
館　
視
聴
覚
室

▽
参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

○
陶
芸
教
室

▽
日
時　
４
月
19
日
㈭
、

　
　
　
　
５
月
17
日
㈭
（
全
２
回
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場　
野
沢
会
館　
創
作
室

▽
参
加
費　
６
０
０
円
（
粘
土
代
）

※ 

参
加
対
象
者
は
障
が
い
の
あ
る
方

で
す
。
介
助
が
必
要
な
方
は
、
介

助
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�  

ふ
れ
あ
い
ポ
ー
ル
de
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ　
４
月
の
ご
案
内

佐
久
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

事
務
局 

☎
６
７
─
３
３
１
８

　
平
成
30
年
度
ポ
ー
ル
de
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
外
に
出
て
春
の
息
吹
き
を
感
じ
ま

し
ょ
う
。

○
例
会
ウ
ォ
ー
ク

▽
日
時　
４
月
１
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

▽
集
合　
駒
場
公
園
中
央
噴
水
広
場

▽
内
容　
公
園
内
と
長
野
支
場
散
策

初
心
者
体
験
講
習
も
あ
り
ま
す
。

○
小
諸
散
策
ウ
ォ
ー
ク

▽
日
時　
４
月
15
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
集
合　
駅
前
停
車
場
ガ
ー
デ
ン

▽
内
容　
桜
咲
く
小
諸
を
散
策
予
定

▽
参
加
費　
無
料　

▽
持
ち
物　
飲
料
水
、
雨
具

※
自
由
参
加　

※ 

詳
細
は
、
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
会
員
募
集
中　

▽
年
会
費　
１
，
０
０
０
円

※
各
種
特
典
付
き

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
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▽
講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
そ
び
環
境

　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ
ア
フ
タ
フ
・
バ
ー

バ
ン

▽
定
員　
30
名　
※
先
着
電
話
予
約

○
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
４
月
の
番
組

・
油
井
亀
美
也
名
誉
館
長
オ
リ
ジ
ナ

ル
番
組
﹁
油
井
宇
宙
飛
行
士
が
見

た
地
球
〜
宇
宙
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
〜
﹂

・
ド
ラ
え
も
ん
宇
宙
ふ
し
ぎ
大
探
検

３
〜
地
球
の
ふ
し
ぎ
〜

・
忍
た
ま
乱
太
郎
の
宇
宙
大
冒
険

w
ith

コ
ズ
ミ
ッ
ク
フ
ロ
ン
ト
☆

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

�
図
書
館　
４
月
の
行
事
予
定

中
央
図
書
館 

☎
６
７
─
２
１
１
１

臼
田
図
書
館 

☎
８
２
─
３
９
３
２

浅
科
図
書
館 

☎
５
８
─
４
３
２
１

望
月
図
書
館 

☎
５
３
─
０
２
３
０

※ 

４
月
の
行
事
は
、
主
に
各
図
書
館

内
で
開
催
し
、
参
加
自
由
で
す
。

【
中
央
図
書
館
】

〇
お
は
な
し
の
会
①

▽
日
時　
14
日
㈯　
午
前
10
時
30
分

○
お
は
な
し
の
会
②

▽
日
時　
19
日
㈭　
午
前
10
時
30
分

▽
対
象　
乳
幼
児

○
ぽ
っ
け
お
は
な
し
の
会

▽
日
時　
21
日
㈯　
午
前
10
時
30
分

○
語
り
の
お
も
て
な
し

▽
日
時　
28
日
㈯　
午
後
３
時

【
臼
田
図
書
館
】

○
ブ
ッ
ク
☆
ブ
ッ
ク
お
話
の
会

▽
日
時　
21
日
㈯　
午
後
２
時

【
浅
科
図
書
館
】

○
ち
い
さ
い
子
の
お
は
な
し
会

▽
日
時　
12
日
㈭　
午
前
10
時
30
分

▽
対
象　
乳
幼
児

○
お
は
な
し
会

▽
日
時　
21
日
㈯　
午
前
11
時

【
望
月
図
書
館
】

○
も
の
が
た
り
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク　

▽
日
時　
28
日
㈯　
午
前
11
時

�  

望
月
歴
史
民
俗
資
料
館

　
イ
ベ
ン
ト

望
月
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
５
４
─
２
１
１
２

○ 

非
公
開
の
お
宝
を
見
に
行
く
桜
の

散
歩

　
ふ
だ
ん
公
開
さ
れ
て
い
な
い
郷
土

の
文
化
財
や
施
設
を
、
バ
ス
と
徒
歩

で
巡
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、

講
師
が
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時　
４
月
24
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分　
資
料
館
集
合

　
午
後
３
時
30
分　
資
料
館
解
散

▽
場
所　
蓮
華
寺
（
春
日
）、
不
動

明
王
立
像
、
津
金
寺
（
立
科
町
）

本
堂
、
茂
田
井
間
の
宿
桜
並
木
、

大
澤
酒
造　

▽
参
加
費　
６
０
０
円

▽
定
員　
　
28
名

▽
申
込　
４
月
５
日
か
ら
電
話
で
受

け
付
け
ま
す
。

○
機
織
体
験
教
室

▽
日
時　
５
月
〜
11
月
（
８
月
は
休

み
）
の
第
１
・
第
３
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
参
加
費　
５
０
０
円

　
（
入
館
料
込
）

▽
講
師　
望
月
多
恵
子
先
生

▽
申
込　
各
回
ご
と
に
電
話
予
約

�  
初
心
者
向
け
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
の
作
り
方
講
習
会
」

　
参
加
者
募
集

環
境
政
策
課 

☎
６
２
─
２
９
１
７

　
今
年
の
夏
は
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
で
、
涼
し
く
、
エ
コ
に
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ

で
立
派
な
カ
ー
テ
ン
に
育
ち
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
19
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）

▽
会
場　
市
役
所

※
雨
天
時
は
、
室
内
で
の
説
明
の
み

▽
参
加
費　
無
料

▽
対
象　
ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
内
容　

　
講
師
の
先
生
と
一
緒
に
苗
の
植
込

み
作
業
を
行
い
、
土
や
肥
料
の
種

類
・
量
、
水
や
り
、
摘
心
の
仕
方
な

ど
上
手
に
育
て
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽
講
師　

　
小
池
清
志
氏
（
長
野
県
地
球

　
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
）

▽
持
ち
物
・
服
装　

　
飲
み
物
、
軍
手
、
シ
ャ
ベ
ル
、

　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
等

▽
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　
５
月
10
日
㈭

▽
申
込
先　
環
境
政
策
課

�  

自
然
観
察
会
参
加
者
募
集

環
境
政
策
課 

☎
６
２
─
２
９
１
７

○
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
も
う

　
新
緑
の
自
然
の
中
で
野
鳥
を
観
察

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
専
門
の
先
生
が

鳥
の
種
類
、
特
徴
を
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎

で
す
。

▽
日
時　
５
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

※ 

中
止
の
場
合
は
、
当
日
午
前
７
時

30
分
ま
で
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

▽
会
場　
旧
美
笹
自
然
観
察
園

※ 

市
役
所
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
、

午
前
８
時
30
分
ま
で
に
市
役
所
東

側
駐
車
場
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
費　
無
料

▽
対
象　
ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
講
師　
木
内　
清
氏

▽
持
ち
物
・
服
装

　

 

帽
子
、
歩
き
慣
れ
た
靴
、
飲
み
物

等
※ 

双
眼
鏡
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

く
だ
さ
い
。（
貸
出
可
）

▽
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　
５
月
11
日
㈮

▽
申
込
先　
環
境
政
策
課

�
S
ａ
ｋ
ｕ
ｍ
ｏ
（
サ
ク
モ
）

　
子
ど
も
未
来
館

　
４
月
の
イ
ベ
ン
ト

子
ど
も
未
来
館 

☎
６
７
─
２
０
０
１

○
毎
月
第
３
土
曜
日
は
キ
ッ
ズ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
デ
イ
「
あ
そ
び
の
う

ん
ど
う
か
い
」

▽
日
時　
４
月
21
日
㈯

①
午
前
９
時
45
分
〜
11
時
15
分

②
午
後
０
時
15
分
〜
１
時
45
分

③
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

▽
会
場　
科
学
体
験
工
房

▽
参
加
費　
入
館
料
の
み

▽
対
象　
４
歳
〜
小
学
生

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
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○
一
般
寄
附

▽
市
へ

・
２
万
円　
　
匿
名

・
２
千
円　
　
佐
久
の
鯉
太
郎
Ｚ
様

▽
市
内
小
学
校
１
年
生
へ

・
ち
び
軍
手
ィ　
８
３
３
双

　
ハ
ナ
サ
カ
軍
手
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
様

（
上
田
市
）

※
軍
手
ィ
＝
デ
ザ
イ
ン
軍
手（
手
袋
）

�  

３
月
31
日
を
も
っ
て

　

 

介
護
老
人
保
健
施
設
み
す
ず

苑
が
閉
苑
と
な
り
ま
し
た

　
平
成
２
年
５
月
、
当
時
市
内
で
２

か
所
目
の
老
人
保
健
施
設
と
し
て
開

設
さ
れ
、
入
院
な
ど
で
身
体
機
能
が

低
下
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
看
護
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
日
常
生
活
訓
練
な

ど
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
在
宅
で
の

生
活
へ
と
つ
な
げ
る
施
設
と
し
て
運

営
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
12
年
４
月

か
ら
は
介
護
保
険
法
施
行
に
伴
い
介

護
保
険
施
設
と
し
て
介
護
保
険
事
業

の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
民
間
に
よ
る
施
設
が
増

え
、
ま
た
、
み
す
ず
苑
に
代
わ
る
新

た
な
民
設
民
営
に
よ
る
施
設
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
が
運
営
し
て

き
た
み
す
ず
苑
の
役
割
は
終
了
し
、

閉
苑
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
27
年
余
に
わ
た
り
、

施
設
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ん
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

�  
五
稜
郭
で
あ
い
の
館

　
「
野
立
」

で
あ
い
の
館 
☎
８
２
─
０
２
３
０

　
抹
茶
を
飲
み
な
が
ら
五
稜
郭
の
桜

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

▽
日
時　
４
月
21
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
（
予
定
）

▽
会
場　
五
稜
郭
で
あ
い
の
館

▽
内
容　
抹
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

※ 

日
時
は
桜
の
開
花
状
況
や
天
候
に

よ
っ
て
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�  

島
崎
藤
村
旧
宅
開
館

文
化
振
興
課 

☎
６
３
─
５
３
２
１

　
冬
期
間
閉
館
し
て
い
ま
し
た
佐
久

市
前
山
の
貞
祥
寺
境
内
に
あ
る
島
崎

藤
村
旧
宅
が
開
館
し
ま
す
。

▽
開
館
日　
４
月
28
日
㈯

▽
開
館
時
間　

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

※ 
今
年
度
か
ら
開
館
日
が
土
日
祝
日

と
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
今
年

は
４
月
28
日
〜
５
月
６
日
）・
お

盆
の
期
間
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※ 

詳
細
は
、
文
化
振
興
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�  

佐
久
医
師
会
市
民
公
開
講
座

　

 

第
14
回
糖
尿
病
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
佐
久

佐
久
医
師
会 

☎
６
２
─
０
４
４
２

▽
日
時　
４
月
21
日
㈯

　
正
午
〜
午
後
４
時
30
分

▽
会
場　
佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
入
場
無
料
・
託
児
有
・
申
込
不
要

▽
内
容　
午
後
２
時
〜 

１
階
大
ホ
ー
ル

・
劇
場
型
糖
尿
病
教
室

　

 ﹁
下
げ
過
ぎ
に
気
を
つ
け
て
、
血

糖
値
﹂ 

劇
団
ト
ー
シ
ン
ズ

・
体
を
動
か
そ
う

　
健
康
運
動
指
導
士　
柳
澤
和
也
氏

・
特
別
講
演　
午
後
３
時
〜

　

 ﹁
糖
尿
病
を
克
服
し
て
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
に
！
﹂

　

 

〜
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
楽
し
く
な

る
人
生
を
〜

　
公
益
財
団
法
人
山
梨
厚
生
会

　
塩
山
市
民
病
院　

　
院
長　
多
和
田
眞
人
氏

▽
同
時
開
催　
正
午
〜　
２
階

・ 

栄
養
相
談
〜
あ
な
た
の
食
事
は
大

丈
夫
？
〜　
公
益
社
団
法
人
長
野

県
栄
養
士
会
佐
久
支
部

・ 

血
糖
・
血
圧
測
定　
東
北
信
地
域

糖
尿
病
療
養
指
導
士
育
成
会

�
ご
寄
附

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

・
荒
木
靖
三
様　
・
黒
瀬
貴
志
様

・
富
岡
達
雄
様　
・
紺
野
嘉
宣
様

・
米
津
光
展
様　
・
田
口
悦
宏
様

・
波
多
信
宏
様　
・
竹
内
せ
い
子
様

・
堀
内
和
彦
様　
・
荻
原　
広
様

・
有
賀
正
和
様　
・
勝
野
広
嗣
様

・
竹
村　
曻
様　
・
古
賀
和
徳
様

・
水
谷
真
之
様　
・
和
田
万
里
子
様

・
清
水　
健
様　
・
農
田　
慎
様

・
植
田
富
雄
様　
・
川
崎
喜
一
郎
様

※
順
不
同

納期限 ５月１日㈫

市税等
固定資産税・都市計画税（１期）

介護保険料（１期）

※納期内の納付にご協力をお願いします。

（
臼
田
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
）

家
庭
ご
み
分
別
表
の
訂
正

生
活
環
境
課 

☎
６
２
─
３
０
９
４

　
市
広
報
紙
３
月
号
と
あ
わ
せ
て
配

布
し
ま
し
た
臼
田
地
区
用
の
家
庭
ご

み
分
別
表
に
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
。

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
訂
正
箇
所

　
基
本
ル
ー
ル
の
、
指
定
袋
を
イ
ラ

ス
ト
で
説
明
し
て
い
る
箇
所
（
生
ご

み
専
用
指
定
袋
）

　
誤 

→ 

埋　
　
正 

→ 

生

イ
ベ
ン
ト

寄
　
　
附

寄
　
　
附

み
す
ず
苑
閉
苑

訂
　
　
正

市
税
等
の
納
期
限
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平成30年度 

納入は安心便利な口座振替をご利用ください

月　別

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

税目・保険料別納期限（口座振替日）
固定資産税
都市計画税

市県民税
（普通徴収） 軽自動車税 国民健康保険税

（普通徴収）
介護保険料
（普通徴収）

後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

●上記のほか、現年度・過年度随時期分が課税される場合があります。
●納期限が過ぎますと、督促手数料、延滞金が徴収されます。
●口座振替の方は、振替日の前日までに残高の確認をお願いします。
●納付に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

■問合せ 収税課　　　　☎62-3043…… 収納全般、納税相談
税務課　         ☎62-3040…… 市県民税、軽自動車税、固定資産税・都市計画税
国保医療課　　☎62-3164…… 国民健康保険税
　　　　　　　☎62-2915…… 後期高齢者医療保険料
高齢者福祉課　☎62-3154…… 介護保険料

●
見
え
る
と
こ
ろ
に
保
管
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第1期
（5月１日）

第2期
（31日）

第3期
（10月１日）

第4期
（30日）

第4期
（28日）

第3期
（31日）

第2期
（31日）

第1期
（７月２日）

第1期
（31日）

第2期
（31日）

第3期
（10月１日）

第4期
（31日）

第5期
（30日）

第6期
（28日）

第7期
（31日）

第8期
（28日）

第1期
（31日）

第2期
（31日）

第3期
（10月１日）

第4期
（31日）

第5期
（30日）

第6期
（28日）

第7期
（31日）

第8期
（28日）

第9期
（４月１日）

第1期
（5月１日）

第2期
（31日）

第3期
（７月２日）

第4期
（31日）

第5期
（31日）

第6期
（10月１日）

第7期
（31日）

第8期
（30日）

第9期
（28日）

第10期
（31日）

第11期
（28日）

第12期
（４月１日）

全期
（31日）

市税・介護保険料・後期高齢者医療保険料
納期限（口座振替日） 一覧表
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2018（平成30年）
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卯

う
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づき

公
民
館
報

さ
く
し

佐久市中央公民館
〒385-0011 佐久市猿久保165-1
　市民創錬センター内 
☎0267-66-0551　  0267-66-0553
E-mail：kominkan@city.saku.nagano.jp

No. 157

　２月３日、第13回佐久市短詩型⽂学祭を市民創錬センターで開催しまし
た。応募作品859点の中から、詩・短歌・俳句・川柳の各部門における入選
作品が発表され、それぞれの作品が持つ個性や奥深さを感じ合いました。部
門別座談会では、選者の先生から助言をいただきながら、より味わい深い作
品に仕上げるための言葉の選び方や表現方法を学びました。
　また、『⽂化のある地域づくり』と題し、劇作・演出家の奥村達夫さんに
よる記念講演会が行われました。聴講者は日々の生活の中で芸術⽂化に親し
むことの大切さを改めて感じ、創作活動への思いを新たにしました。

第13回短詩型文学祭を開催 〜美しい表現を求め〜

生涯学習
マスコット
マナビィ

愛を取り戻す
伴　野　 木 内 保 敬

ちょっとひとこと

　パンダの赤ちゃん誕生を「微笑ましい事」「善事」
として動物園もマスコミも賑わっています。
　一方、親の虐待で幼児は飢え、体も心も傷つき、死
亡も増えています。また、生長した子は親に暴行し、
死に至らしめています。
　今（１月28日）知床のヒグマの子育てがTVに映っ
ています。冬眠中２匹の子を産んだ母熊は、春、巣穴
を出て子熊と餌を探し、与えます。オス熊などの危険
を察知すると素早く避難します。秋には川を遡上する
鮭を捕らえ、冬を迎える準備をします。こうして母熊
は子熊に危険から身を守る術と餌の捕り方を教え、２
年経つと寄ってくる子を突き放し自立させます。35年
程前「キタキツネ物語」が放映され、狐も熊と同じこ
とを教え自立させていました。親と子の愛の行き交う
姿を、如実に細やかに教えてくれました。
　科学や技術が進歩し生活は便利になるとともに、人
間は孤立化を余儀無くされています。人間の行為の多
くが「宴会型」から「独酌型」に移ったと言われます。
　私達一人ひとりが日々の生活に愛をどう取り戻し育
んでいけるか考え、実践しなければと切に思います。

特選に選ばれた皆さん（児童・生徒の部）

公民館では、公民館報のほかにホームページを併用
してお知らせや報告をしています。今月は下記の事
柄をホームページに掲載します。
●平成30年度学習グループの紹介
※ 市内で公民館を中心に活動する学習グループを掲

載しています。４月以降には、中央公民館及び各
地区館の窓口にもリーフレットを配置します。

●平成29年度高齢者大学・大学院学習内容
※ ３月より、平成30年度学生募集要項も一緒に掲

載しています。入学に応募する際の参考にしてく
ださい。

●第13回短詩型文学祭 特選作品紹介
※ 平成29年度の部門別特選作品を掲載しています。
※ 全投稿作品掲載の短詩型文学祭作品集（１冊800

円）を中央公民館と各地区館窓口で販売中です。
●毎月のホームページもご利用ください。
　【 掲載個所へのアクセス：佐久市トップページ ➡ 

教育・文化・スポーツ ➡ 生涯学習 ➡ 公民館】

● 地域公民館（各区の公民館）では、文化祭や厚生
活動など様々な事業が行われています。公民館は
皆さんが共に『集い・学び・結ぶ』ことで絆づくり
・地域づくりをする場です。参加してみませんか。

地域公民館活動に参加してみませんか？

ホームページ掲載事項について

公民館からのお知らせ
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文化の創造と絆づくり　
～「公民館のつどい」より～

野沢公民館

浅間公民館

２月10日㈯・11日㈰　野沢会館

２月17日㈯・18日㈰　浅間会館

　
第
36
回
野
沢
地
区
﹁
公
民
館
の
つ
ど
い
﹂
が
、
２
日
間
に

わ
た
り
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
展
示
で
は
、
約
８
６
０
点
の
丹
精
込
め
た
力
作
が
並

び
ま
し
た
。
１
年
間
の
成
果
が
凝
縮
さ
れ
た
作
品
は
、
訪
れ

た
方
々
に
多
く
の
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　
舞
台
発
表
で
は
、
35
の
学
習
グ
ル
ー
プ
と
５
つ
の
地
域
公

民
館
や
、
特
別
出
演
の
泉
小
学
校
金
管
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の

総
勢
５
６
３
名
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
力
い
っ
ぱ
い
に

披
露
し
、
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
将
棋
・

陶
芸
・
押
し
花
･
銅
板
・
昔
ば
な
し
語
り
・
水
墨
画
６
つ
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
に
は
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
実
際
に
自

分
で
触
れ
た
り
作
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

に
は
、
６
つ
の
学
習
グ
ル
ー
プ
の
参
加
が
あ
り
、
大
盛
況
で

し
た
。
収
益
金
３
５
，
１
９
２
円
は
佐
久
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
世
代
を
越
え
、
温
か
な
ふ
れ
あ
い
が
感
じ
ら
れ
る
﹁
つ

ど
い
﹂
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
浅
間
地
区
﹁
公
民
館
の
つ
ど
い
﹂
は
、
新
し
く
建
て
替

え
ら
れ
た
浅
間
会
館
で
の
開
催
で
し
た
。
参
加
者
や
運
営
ス
タ
ッ

フ
は
、
初
め
て
の
会
場
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
新
し
い
会
館
で

﹁
つ
ど
い
﹂
が
で
き
る
こ
と
を
喜
び
、
楽
し
い
２
日
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
特
別
出
演
で
は
、
高
瀬
保
育
園
の
年
長
児
の
皆
さ
ん
の
発
表
と

岩
村
田
小
学
校
金
管
愛
好
部
の
皆
さ
ん
の
演
奏
が
あ
り
、
来
場
し

た
皆
さ
ん
は
子
ど
も
達
の
生
き
生
き
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
、

惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
の
人
権
学

習
講
座
で
は
、
金
森
輝
雄
先
生
か
ら
﹁
差
別
は
他
人
事
で
し
ょ
う

か
？
﹂
と
題
し
た
講
演
を
聞
き
、
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
改
め
て

考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
舞
台
発
表
で
は
、
29
組
の
出
演
が
あ
り
、
踊
り
や
音
楽
で
会
場

を
盛
り
上
げ
、
発
表
者
・
観
覧
者
共
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
展
示
発
表
で
は
、
約
１
１
０
点
の
出
品
が
あ
り
、
来
場
者
は
展

示
さ
れ
た
力
作
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
囲
碁
や
パ
ス
テ
ル
画
に
挑
戦
し
、
初
め
て
の
体
験
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　２月10･11日に野沢地区、17･18日に浅間・中込地区、24･25日に東・浅科地区、３月３･４日に臼田地区の「公
民館のつどい」がたくさんの地域の皆さんの参加を得て、盛大に開催されました。今回は、以下の４つの地区の様
子をお伝えします。（望月地区は11月に実施）
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
普
及
に
伴
い
、
高
度
情
報
通
信
が
め

ざ
ま
し
く
発
展
し
普
及
し
て
い
る
今
日
で
す
。

　
法
務
局
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

人
権
侵
犯
件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
通
信
機
器

を
介
し
て
の
人
権
侵
害
は
多
く
発
生
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
こ
の
状
況
は
、
子
ど
も
達
に
も
現
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
に
よ
る
い
じ
め
問
題

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
書
き
込
ま
れ
た
悪
口
が

原
因
で
、
学
校
に
行
け
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
電
子
メ
デ
ィ
ア
を

介
し
て
の
人
権
侵
害
の
特
徴
は
、
相
手
の
姿
が
直
接
見

え
な
い
中
で
、
限
り
な
く
広
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
上
で
の
人
権
侵
害
を

無
く
し
て
い
く
た
め
に
求
め
ら
れ
る
の
が
情
報
モ
ラ
ル

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
暴
力
的
な
言
葉
は
使

わ
な
い
、
他
人
の
悪
口
や
差
別
的
な
内
容
は
書
き
込
ま

な
い
、
根
拠
の
な
い
話
は
載
せ
な
い
、
他
人
が
写
っ
て

い
る
写
真
な
ど
は
勝
手
に
掲
載
し
な
い
な
ど
い
く
つ
か

考
え
ら
れ
ま
す
。
顔
が
見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
相
手
の

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
配
慮
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
家
庭
で
も
学
校
で
も
そ
し
て
地
域

で
も
話
し
合
う
機
会
を
も
っ
て
、
共
通
の
理
解
の
も
と

に
人
権
意
識
を
持
っ
て
情
報
機
器
を
活
用
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

人
権
同
和
教
育
推
進
員　
中
澤　
裕

※
お
問
い
合
せ
等
は
人
権
同
和
課
ま
で（
☎
62
│
３
１
３
５
）

今
、
求
め
ら
れ
る

情
報
モ
ラ
ル

中込公民館

浅科公民館

２月17日㈯・18日㈰　中込会館

２月24日㈯・25日㈰　交流文化館浅科

　
新
し
い
中
込
会
館
に
移
転
し
て
初
と
な
る
、
第
36
回

中
込
地
区
﹁
公
民
館
の
つ
ど
い
﹂
が
２
日
間
に
わ
た
り

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
は
、
特
別
出
演
と

し
て
参
加
し
た
中
込
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
、
佐
久
相
撲

甚
句
会
、
佐
久
城
山
小
学
校
合
唱
愛
好
会
、
か
た
り
ク

ラ
ブ
、
竹
太
鼓
、
瀬
戸
獅
子
舞
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
、

ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
展
示
会
場
に
は
書
道
、
き
り
絵
、
俳
句
、
表
装
、
リ

フ
ォ
ー
ム
、
洋
裁
、
銅
板
、
絵
手
紙
な
ど
約
２
６
０
点

が
並
び
ま
し
た
。
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
た
数
々
の
作
品

は
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、
鑑
賞
し
な
が
ら
話
も
は
ず
み
、

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
コ
ー
ラ
ス
、
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
大
正

琴
、
演
劇
等
の
26
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
し
た
。

　
運
営
委
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
つ
く
り

あ
げ
た
２
日
間
は
、
大
勢
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
浅
科
地
区
﹁
公
民
館
の
つ
ど
い
﹂
を
、
交
流
文
化
館

浅
科
で
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
作
品
展
は
、
学
習
グ
ル
ー
プ
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
手

工
芸
作
品
な
ど
約
７
０
０
点
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ど
ら
焼
き
・
絵
手
紙
・
小
物

入
れ
作
り
・
囲
碁
に
大
勢
の
皆
さ
ん
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

ま
た
、
呈て
い

茶ち
ゃ

席
で
は
、
甘
い
お
菓
子
と
抹
茶
で
、
ほ
っ

こ
り
の
ん
び
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
約

４
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

陶
芸
グ
ル
ー
プ
や
手
芸
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
も
大
好
評
で
し
た
。

　
舞
台
発
表
は
、
楽
器
演
奏
や
踊
り
な
ど
31
グ
ル
ー
プ

が
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
て
発
表
し
、
客
席
か
ら
は
盛

大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
運
営
に
は
、
例
年
ど
お
り
地
域
公
民
館
の

役
員
を
は
じ
め
出
展
者
や
出
演
者
な
ど
大
勢
の
皆
さ
ん

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
充
実
し

た
﹁
つ
ど
い
﹂
に
な
り
ま
し
た
。
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■浅間公民館 ☎67－2110　■野沢公民館 ☎62－0116　■中込公民館 ☎62－0504
■東公民館 ☎67－2545　■浅科公民館 ☎58－3957

学級及び学習内容 日　時 場　所 講師・指導者 費用・持ち物等

浅
間
公
民
館

◎家庭菜園教室（全6回）
4～9月までの全6回で、土づくりから収穫
まで学習します

①4月  5日㈭　9：30～11：30
②5月17日㈭　　　 〃
③6月  7日㈭　　　 〃

浅間会館
会議室3・4

佐久市営農支援
センター営農相
談員 

〈参加費〉100円程度（初回のみ材
料費等）

〈定　員〉25名

◎ママの料理教室
メニュー：中華風おこわ、鯉の形のお菓
子、春野菜のお惣菜

5月  2日㈬　9：30～13：00 
市民創錬セン
ター
料理講習室・
食育室

内田すみ江先生

〈参加費〉800円程度（材料費等）
〈持ち物〉三角巾・エプロン・おん

ぶ紐
〈定　員〉20名（託児あり）
※申込受付開始 4月3日㈫ 8：30

◎自然観察教室
旧美笹自然観察園で季節の植物や自然保護
について学びます

6月  8日㈮ 8：30～15：00 集合：浅間会館 佐藤⽂一先生
〈参加費〉100円程度（保険料）
〈持ち物〉野外活動に適した格好・装備
〈定　員〉20名
※申込受付開始 5月8日㈫ 8：30

野
沢
公
民
館

◎家庭菜園教室（全9回）
地産地消!!安心・安全でおいしい野菜づく
りの基本を学んでみませんか

④7月  2日㈪　9：30～11：30
⑤7月19日㈭　 　　〃
⑥8月  6日㈪　　 　〃

野沢会館
205号室

佐久浅間農協農地
コーディネーター

〈参加費〉200円（初回のみ資料代）
〈定　員〉50名程度

◎ひざ・腰ラクラク体操（全5回）
『今の私・将来の私の体』を変えたい方必
見。体の不調改善にいかがですか

①5月15日㈫　13：00～15：00
②5月29日㈫            〃
③6月12日㈫　　　　〃
④6月26日㈫　　　　〃
⑤7月10日㈫　　　　〃 

野沢会館
会館ホール

西村陽介先生
土屋寛先生

〈参加費〉100円（初回のみ資料代）
〈持ち物〉タオル・飲み物・運動靴
〈定　員〉60名
※運動ができる服装でご参加くだ

さい
◎初心者パソコン教室（全5回）
エクセルの基礎を学びましょう！（初級編）
表計算を基礎から学び家計簿を作ろう！
※ワードが出来る方ご参加ください

①5月 23日㈬　13：30～15：30
②5月 30日㈬　　　　〃
③6月   6日㈬　　　　〃
④6月 13日㈬　　　　〃
⑤6月 20日㈬　　　   〃

佐久情報セン
ター

佐久情報センター
職員

〈参加費〉540円（初回テキスト代）
〈持ち物〉飲み物
〈定　員〉20名
※申込受付開始 4月11日㈬ 8：30

◎楽しく歌おう（春）
童謡やなつかしい歌を、みんなで楽しく大
きな声で歌いましょう！

5月22日㈫　13：：30～15：30 野沢会館
会館ホール

上野ひとみ先生
大井清子先生

〈参加費〉無料
〈持ち物〉飲み物
※参加希望の方は申込みが必要です

中
込
公
民
館

◎体のびのび！気分スッキリ！
　ストレッチ教室（全3回）
血流改善や転倒予防、疲労回復につながる
ストレッチを体験してみませんか

①4月26日㈭　10：00～11：30
②5月  9日㈬　　　　〃
③5月16日㈬　　　　〃

中込会館
大会議室 須江邦利先生

〈参加費〉無料
〈持ち物〉ヨガマット・汗拭き用タ

オル
〈定　員〉25名程度

◎ハーモニカで楽しく
年間で10回の講座を行います。懐かしい
曲をハーモニカで演奏してみませんか

①4月24日㈫　9：30～11：30
②5月23日㈬　　　   〃

中込会館
大会議室 杉浦都美子先生 〈参加費〉100円（初回のみ資料代）

〈持ち物〉ハーモニカ

◎楽しくクッキング（全3回）
旬の食材を使った季節の料理で食卓に彩り
を添えましょう

①5月24日㈭　9：30～12：00 中込会館
料理講習室 中村美登里先生

〈材料費〉800円程度
〈持ち物〉エプロン・三角巾
〈定　員〉23名程度
※申込受付開始 4月23日㈪ 8：30

東
公
民
館

◎わくわく家庭菜園教室（全6回）
① 作付けの準備・土づくりと施肥・野菜の

植付け
②野菜の病気と病害虫の防除
③野菜の栽培管理（誘引、整枝）

①4月10日㈫　9：30～11：30
②5月  7日㈪　　    〃
③6月  4日㈪　  　  〃

東会館
中会議室

佐久市営農支援
センター営農相
談員 

〈参加費〉100円（初回のみ材料費等）
〈定　員〉20名程度

◎衝立・袖垣教室（全14回）
30年以上続く、伝統ある教室です
玄関や庭に手作りの衝⽴を飾りませんか

①4月20日㈮　  9：30～16：00
②4月27日㈮ 　　　  〃
3回目以降は、隔週金曜日
　　　　　　　13：30～16：00

東会館中会議室
および作業所 神津勝行先生

〈参加費〉大型 41,000円、標準型 
31,000円（材料費）

〈定　員〉8名程度
※詳細は参加者に通知します

◎EMボカシの作り方講座
生ごみを環境にやさしい良質な有機肥料に
リサイクル！

4月25日㈬　9：30～11：30 東会館
大会議室

パートナーシップ
佐久

〈参加費〉400円程度（材料費）
〈持ち物〉エプロン・ビニール手

袋・汚れても良い服装

◎おしゃれな料理教室〜春〜
メニュー：あさりとたけのこのピラフ、春
野菜の総菜、バナナのレアチーズ

5月22日㈫　9：30～13：00 東会館
料理講習室 内田すみ江先生

〈参加費〉800円程度（材料費）
〈持ち物〉米1/2合・エプロン・三

角巾
※参加申込受付 4月18日㈬ 8：30

浅
科
公
民
館

◎タペストリー講座（全3回）　
しじら織りの着物のタペストリー（壁飾り）
を作りましょう

①5月  7日㈪　  9：30～11：30
②5月21日㈪　　　   〃
③6月  4日㈪　13：00～15：00

浅科会館 丸山⽂子先生

〈参加費〉2,500円程度（材料費）
〈持ち物〉裁縫道具・定規・30㎝

四方の厚紙
〈定　員〉15名
※申込受付開始 4月9日㈪ 8：30

◎包丁の研ぎ方講座
包丁を研ぐ基本やコツを学んでみません
か？やったことない方、ぜひ挑戦を！

5月15日㈫　9：30～11：30 浅科会館 上原　毅先生

〈参加費〉無料
〈持ち物〉タオル・水を入れるボー

ル・砥石・包丁（家庭用刃渡り
180mmまでの物）

〈定　員〉15名
※申込受付開始 4月10日㈫ 8：30

※一部を除き事前に個人(家族)ごとの申込が必要です (詳しくは各公民館へお問い合わせください)
※〈定員〉のあるものは、先着申込順で定員になり次第締切となります　※望月公民館は、月曜日と祝日の翌日は休館です
※「全○○回」の表記はシリーズ（連続）で行う講座です
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学級及び学習内容 日　時 場　所 講師・指導者 費用・持ち物等

臼
田
公
民
館

◎家庭菜園教室（全8回）
地産地消!!安心・安全でおいしい野菜づく
りの基本を学んでみませんか

①4月10日㈫　9：30～11：30
②5月  8日㈫　 　　〃
③6月  5日㈫　 　　〃

あいとぴあ臼田
多目的室

佐久浅間農協
農地コーディネー
ター

〈参加費〉100円（初回のみ資料代）
〈持ち物〉筆記用具
〈定　員〉30名程度

◎季節の料理教室
旬の食材を使った、家庭で簡単にできるレ
シピを覚えよう！

4月17日㈫　9：30～12：00 あいとぴあ臼田
調理室 土屋やよい先生

〈参加費〉500円程度（材料費）
〈持ち物〉エプロン・三角巾・持ち

帰り用容器
〈定　員〉20名

◎ふるさと学習
歩いて、見て、学んで！ふるさとの魅力を
再発見！臼田地域の⽂化財めぐりに出かけ
ましょう

5月22日㈫　13：00～17：00 集合：あいと
ぴあ臼田 丸山正俊先生

〈参加費〉100円（保険料）
〈持ち物〉飲み物
〈定　員〉20名

◎ステンドグラス講座
ステンドグラスの素敵な茶托を作ってみま
せんか

5月27日㈰ 13：30～17：00 あいとぴあ臼田
工作室 中野稔先生

〈参加費〉3,000円（2枚1組の材料費）
〈持ち物〉ビニール手袋・タオル
〈定　員〉15名
※申込受付開始 4月9日㈪ 8：30

望
月
公
民
館

◎家庭菜園教室（全7回）
内容：春の土づくり・夏野菜の植え付け等

①4月  3日㈫　9：30～11：30
②5月  2日㈬　　 　〃
③6月  5日㈫　　 　〃

観音峯活性化
センター 小林重弘先生

〈参加費〉100円（初回のみ資料代等）
〈持ち物〉飲み物 
〈定　員〉20名程度　

◎愛唱歌・うたごえホール（全12回）
童謡、唱歌、最新曲などを楽しく歌いましょう
内容：望月小唄等

①4月18日㈬　13：30～15：00
②5月16日㈬　　　   〃
③6月20日㈬　　　   〃

駒の里ふれあい
センター
大ホール

小林美智子先生
〈参加費〉無料
〈持ち物〉飲み物
※歌集購入の方は別途600円

◎篆刻・刻字教室（全12回）
内容：篆刻と刻字の入門講座です

①4月14日㈯　13：30～15：30
②4月28日㈯　　　　〃
③5月12日㈯　　　　〃

駒の里ふれあい
センター
2階講習室

小田雅舟先生
〈参加費〉1,000円程度（材料費等） 
〈持ち物〉篆刻・刻字用道具（お持

ちの方）・飲み物
〈定　員〉15名

◎家族の笑顔が一番
　〜しあわせクッキング〜
内容：サラダチキン・ロールキャベツ等

①5月10日㈭　9：30～13：00
駒の里ふれあい
センター
2階講習室

内田すみ江先生

〈参加費〉 800円程度（材料費）
〈持ち物〉エプロン・三角巾・飲み

物・お米1/2合
〈定　員〉16名
※申込受付開始 4月13日㈮ 9：00

◎染色教室（全6回）
内容：染色の基礎知識や型染めを学びます

①5月11日㈮　13：30～16：00
②6月  8日㈮　　  　 〃
③7月13日㈮　　　　〃

観音峯活性化
センター 望月多恵子先生

〈参加費〉2,000円程度（材料費）
〈持ち物〉飲み物
※第2回目（6月8日）からは、エプロ

ン・軍手・Lサイズ のゴム手ぶくろ
〈定　員〉15名

◎中山道歴史の旅
　〜中山道 望月宿を訪ねて〜　
望月宿の町並みを歩きながら、望月の歴史
にふれてみませんか

〈望月・浅科・浅間公民館合同講座〉

5月24日㈭　9：30～17：00
5月31日㈭　　　 〃

駒の里ふれあい
センター
2階会議室

中山道佐久の道
観光ガイド
市川一夫先生

〈参加費〉300円程度（保険料等）
〈持ち物〉弁当・帽子・飲み物・雨具
〈定　員〉各20名
※両日とも同じ講座内容になりま

す。どちらか都合の良い日を選ん
で、望月公民館へ申込みください

※申込受付開始 4月20日㈮ 9：00

　■臼田公民館 ☎82－2106　■望月公民館 ☎53－2548

　
広
報
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
躍
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
れ
は
首
都
圏
な
ど
に
住
む

人
材
を
地
方
が
受
け
入
れ
、

地
域
の
活
性
化
に
生
か
そ
う

と
す
る
取
組
だ
と
い
う
。
こ

の
記
事
を
読
み
、
飯
田
市
で
行
わ
れ
て

い
る
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
を
思
い
出
し
た
。

　
飯
田
に
は
夏
の
到
来
と
共
に
、
多
く

の
人
形
劇
団
が
集
ま
っ
て
く
る
。
こ
の

フ
ェ
ス
タ
は
、
37
年
前
に
市
が
人
形
劇

関
係
者
か
ら
祭
開
催
へ
の
協
力
を
依
頼

さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
を

支
え
た
の
が
公
民
館
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

紆
余
曲
折
を
経
て
多
く
の
市
民
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

観
る
人･

演
じ
る
人･

祭
を
支
え
る
人
の

全
て
が
主
体
的
に
運
営
に
参
画
す
る
、

全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た
。

　
佐
久
市
で
も
、
公
民
館
を
中
心
に
公

園
の
手
入
れ
を
し
た
り
、
地
域
の
歴
史

を
調
べ
、
そ
れ
を
住
民
に
伝
え
郷
土
へ

の
誇
り
を
高
め
よ
う
と
し
た
り
す
る
な

ど
、
市
民
に
よ
る
町
お
こ
し
の
動
き
が

生
ま
れ
て
い
る
。
障
が
い
者
支
援
施
設

で
蕎
麦
打
ち
教
室
を
開
い
た
り
、
子
ど

も
達
に
飯
盒
炊
さ
ん
な
ど
野
外
活
動
を

教
え
た
り
す
る
グ
ル
ー
プ
も
出
て
き
た
。

地
域
を
活
性
化
す
る
の
は
、
こ
う
い
っ

た
小
さ
な
住
民
力
の
積
み
重
ね
や
培
わ

れ
た
絆
で
あ
り
、
そ
れ
が
私
達
の
暮
し

を
豊
か
に
し
て
い
く
よ
う
に
思
う
。

（
編
集
委
員
）

瀬音

※一部を除き事前に個人(家族)ごとの申込が必要です (詳しくは各公民館へお問い合わせください)
※〈定員〉のあるものは、先着申込順で定員になり次第締切となります　※望月公民館は、月曜日と祝日の翌日は休館です
※「全○○回」の表記はシリーズ（連続）で行う講座です
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平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊岡田医院
　		☎53−2123

平日 小児 子 妊柳澤クリニック分院
　		☎78−3355

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

広もちづき保育園
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広あさしな保育園
広うすだ健康館

広サングリモ中込

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊荻原医院
　		☎67−2051

平日 小児 子 妊たかみ耳鼻咽喉科クリニック
　		☎67−8733

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ切原児童館
広サングリモ中込
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６

平日 小児 子 妊

サ高瀬児童館
サ野沢児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ佐久城山児童館
サあさしな児童館
広もちづき保育園
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ岩村田児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広うすだ健康館

広サングリモ中込

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊工藤医院
　		☎62−0475

平日 小児 子 妊のざわ整形外科
　		☎88-6025

平日 小児 子 妊

サ岸野児童館
サ小田井児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ東児童館
サ青沼児童館
広サングリモ中込
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６

平日 小児 子 妊

サ泉児童館
サ佐久平浅間児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

サ中佐都児童館
広もちづき保育園
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ望月児童館
サ中込児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広うすだ健康館

広サングリモ中込

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊こすも内科クリニック
　		☎88−7211

平日 小児 子 妊佐久平よつばクリニック
　		☎66−0428

平日 小児 子 妊

サ平根児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ田口児童館
広サングリモ中込
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６

平日 小児 子 妊

サ高瀬児童館
サ野沢児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

支 献血 佐久市工場団地
　　		事業協同組合会館
サ佐久城山児童館
サあさしな児童館
広もちづき保育園
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ岩村田児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広うすだ健康館

広サングリモ中込

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊あさまコスモスクリニック
　		☎66−7701

平日 小児 子 妊くろさわ病院
　		☎64−1711

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊川西赤十字病院
　		☎53−3011

平日 小児 子 妊いまいレディースクリニック
　		☎66−7050

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土 sat
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

■長野県小児救急電話相談
　お子さんの夜間のけがや急病等の際、保護者の方々が対処に戸惑う
時や、医療機関へ受診すべきか判断が難しい時の、応急対処の方法
や受診の要否等について助言を行います。
　相談日時　毎日午後７時〜11時
　問合せ　　局番なしの「♯８０００」または☎0263−34−8000

■佐久市足育推進協議会　足育サポートセンター
　足や靴に関してお困りの方はお気軽にご相談ください。
　事前予約制ですので、電話にてご予約ください。
　事前予約・相談日　毎週木曜日午前９時〜11時30分（４月５日を除く）
　相談場所　足育サポートセンター（佐久大学１号館　佐久市岩村田2384）
　問合せ　☎68−6680　（佐久大学）

平日 小児 子 妊	平日夜間急病診療
　　	（診療時間：午後７時〜９時30分		浅間総合病院		☎67−2295㈹）

平日 小児 子 妊	休日当番医（診療時間：午前９時〜午後５時）
平日 小児 子 妊	休日小児科急病診療（午前９時〜）

　			（受付：午前８時30分〜正午　浅間総合病院　☎67-2295㈹）
平日 小児 子 妊	休日歯科診療　（受付：午前９時〜正午／午後１時〜３時）

　			休日救急歯科診療所（サングリモ中込２階　☎63−3783）
サ子育てサロン（午前９時30分〜11時30分）

広 	つどいの広場　	サングリモ中込	 （午前９時〜午後４時）
	 あさしな保育園内	 （午前９時〜午後２時）
	 もちづき保育園内	 （午前９時〜午後２時）
	 わくわくランドU-6　イオンモール佐久平２階フードコート隣
	 （午前10時〜正午・午後１時〜4時）
	 うすだ健康館（午前９時〜午後２時）

支 献血 	献血　午後１時30分〜４時
　　		※400ml献血限定となります。
　　		※会場および日時については、、都合により時間等変更になる場合があります。	 	
持ち物　	 	運転免許証・保険証・パスポート等本人の確認ができる物、献血カード（持っている方のみ）

（問合せ：健康づくり推進課保健予防係　☎62−3527）
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平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊岡田医院
　		☎53−2123

平日 小児 子 妊柳澤クリニック分院
　		☎78−3355

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

広もちづき保育園
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広あさしな保育園
広うすだ健康館

広サングリモ中込

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊荻原医院
　		☎67−2051

平日 小児 子 妊たかみ耳鼻咽喉科クリニック
　		☎67−8733

平日 小児 子 妊

広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ切原児童館
広サングリモ中込
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６

平日 小児 子 妊

サ高瀬児童館
サ野沢児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ佐久城山児童館
サあさしな児童館
広もちづき保育園
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ岩村田児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広うすだ健康館

広サングリモ中込

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊工藤医院
　		☎62−0475

平日 小児 子 妊のざわ整形外科
　		☎88-6025

平日 小児 子 妊

サ岸野児童館
サ小田井児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ東児童館
サ青沼児童館
広サングリモ中込
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６

平日 小児 子 妊

サ泉児童館
サ佐久平浅間児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

サ中佐都児童館
広もちづき保育園
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ望月児童館
サ中込児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広うすだ健康館

広サングリモ中込

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊こすも内科クリニック
　		☎88−7211

平日 小児 子 妊佐久平よつばクリニック
　		☎66−0428

平日 小児 子 妊

サ平根児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ田口児童館
広サングリモ中込
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６

平日 小児 子 妊

サ高瀬児童館
サ野沢児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広もちづき保育園
広わくわくランドＵ−６
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

支 献血 佐久市工場団地
　　		事業協同組合会館
サ佐久城山児童館
サあさしな児童館
広もちづき保育園
広うすだ健康館

平日 小児 子 妊

サ岩村田児童館
広サングリモ中込
広あさしな保育園
広うすだ健康館

広サングリモ中込

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊あさまコスモスクリニック
　		☎66−7701

平日 小児 子 妊くろさわ病院
　		☎64−1711

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊

平日 小児 子 妊川西赤十字病院
　		☎53−3011

平日 小児 子 妊いまいレディースクリニック
　		☎66−7050

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土 sat
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

平日 小児 子 妊２歳児歯っぴー教室（要予約）
対象　平成28年１月生まれのお子さんと保護者（定員36組、先着順）
内容　		歯科健診・むし歯予防の話・仕上げみがきの練習・
　　　上の前歯のフッ素塗布（希望者のみ）
日時　４月26日㈭（時間は予約時に確認）
会場　口腔歯科保健センター（サングリモ中込２階）　
持ち物　		母子健康手帳・歯ブラシ（子ども用と仕上げみがき用）・
　　　　コップ・タオル
予約・問合せ　健康づくり推進課　口腔歯科保健係
　　　　　　　（サングリモ中込）☎63−3781・63−3782

4
[2018年]

月

健
康
の
カ
レ
ン
ダ
ー

平日 小児 子 妊 妊婦さんの歯の教室（要予約）
対象　妊婦（初産、経産は問いません）
内容　歯科健診・RDテスト（お口のむし歯菌のテスト）・歯の染め出し・
　　　歯科相談・歯科医師による歯科講話
日時　４月19日㈭　午後１時30分〜３時30分
　　　（受付は午後１時15分〜１時30分）
会場　口腔歯科保健センター（サングリモ中込２階）　
持ち物　母子健康手帳・歯ブラシ・タオル
予約・問合せ　健康づくり推進課　口腔歯科保健係
　　　　　　　（サングリモ中込）☎63−3781・63−3782

■児童館午前中開放事業
　対　象　就学前のお子さんと保護者等の方
　日　時　日曜日、年末年始および小学校休業日を除く日の
　　　　　午前10時から正午まで
　会　場　岩村田、野沢、泉、平根、佐久平浅間各児童館
　問合せ　子育て支援課　☎62−3149

■休日当番医は、都合によ
り変更になる場合があり
ます。受診前に電話また
は佐久医師会ホームペー
ジで、ご確認ください。

佐久医師会
ホームページ

QRコード
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資源保護のため
植物油インキ／再生紙を
使用しています。
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